
三瓶山周辺農椥二おける農業経営調査

島根県安濃郡崖比売村多根

第亙章序 訟貢願

第1　調　査　目　的

　…瓶山周辺の農村は従来の島根県農業地域区分に牢えぱ中山問地帯に属し・吾々あ農業地域一

区分によれぱ西部中山間田畑作地帯と山問水田作地帯に属L，水稲作，繁殖用和牛飼養軍鉦炭

を主要生産部門とする農業経営方式が多い地域である。その環境は山馬山林が多く，その山

が急峻であるため耕地が少く，その耕地も狭い谷間に湿田で争しかも棚田として存在し，生産

性が低く二毛作が少い。山林，草地が比較的に広いから林産ことに製炭および，野草を利用す

る和牛飼養が盛んである。このような経営条件，経営方式は島根県農業において典型的な形で

あり，これと類似の経営形態の分布は多いのである。

　本調査はこのような山問農村におげる農業経営の実態を分析しチ農村振興の基盤である農業

経営合理化のための問題点を究明しようとするものである。三瓶山の北麓・標高380米恒位置

する島根農科大学附属三瓶農場は学生実習農場であると共に，この地方農業経営の発達に役立

つ諸種の試験研究をなす農場でもある。この三瓶農場は大学附属農場としては出発後日浅く，

その整備が急がれているが，その運営方針は周辺農村の実態に即し，解決や発展を要求されて

いる諾問題を考慮に入れて樹てられている・本調査は三瓶農場におげる試験・研究の立案や実

施に対しても何等かの示唆を与え至問接的に地方農業振興に資したいと考えた、

　すなわち本調査は具体的な特別の問題を巾心に実施した調査でな・く・翰問題の発見・新しい調

査研究の方向を見出すべく，農業経営の実態を認識することを目的として実施した。そしてこ

の部落の調査だけで以上の目的が達成出未るものでなく，さらに調査を他の地域に拡大して，

順次三瓶山周辺の農村に及び。周辺の全貌を明かにしたいと考えている6本報告はその矛一着

手に当るわげである。

第2　調査の方法

　L調査磐蕨　島根県安濃郡佐比売村字多根であり・三瓶山め北麓に当り・大学附唇農場の

所在する部落である・佐比売村役場の多桿支所は木字多根を管轄しているが・本調査はその全

部でなく上多根，中多根，田向，中津森下多卿小豆原の6小字を対象とし，野域には及ぱ

なかつた。
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　2，調査期目　調査準備のため昭和27年工2月に現地を訪れた。本調査は昭和28年1月13日か

ら同月18日まで約1週間に亘り、実施した。村の概況調査は年次的変遷に及んだが事調査農家に

おげる経営調査は昭和27年の二1年の事実について調べた。

　3，調査着　大学の農業経営学研究室が調査計画を立案し・農政学研究室の応援を得て・

次の如き分担で実施した。

　　各戸経営調査　坂本‘四』郭斉藤政夫．松本久志

　　村概況の調査　　鶴原　稔　柏木洋吉
　　調査成績の取まとめ　　　坂　本　四　郎　　竹　浪　重　雄　　柏　木　洋　吉

　4，調査方法
1a1各戸経営調査　調査農家の選定を多根報徳会1多根農業協同組合に依寧貢して下表の如く耕

　作面積階層別に15戸を決定した。

　　　　耕作面積5反未満農家　　　　　　2戸

　　　　全5～7，5反農家　5
　　　　全7．5～10反農家　5

　　　　全10反以上農家　3
　　　　　　合　　　　計　　　　　　　　工5

　有意選択であつて，特殊な経営例えば家族の過大，過小な農家，矛2種兼業農家等を除き・

　この部落での代表的な農家を選択するよう依頼した。しかし実際には平均以上の良好な農家

　が多いであろう。調査は1一定の調査表を準備し，調査則に調蒼表を調査農家に示して説明を

　した6その翌日から調査者1人1目，調査農家1戸の割合で調査した。しかし協同組合を通1

　じて販売した米，木炭，購入した肥料代等は協同組合で，税金や土地，建物等の面積，評仲

　額等は役場支所で予め調査した。

lb）村概況の調査　村役場，役場支所において続計資料め貸与，搦覧を依頼して調査した。一

　　〔註〕　なお昭和2フ年8月，三瓶農場実習に参加した学生によつて多根部落の農家1ユO戸の内83戸に

　　　亘り，土地利用調査を実施したが，その調査結果の一部は必要に応じ本報告に引用した。

第3　佐比売村の概況 灘
　1，値　　置　行政区劃から云うと島根県安濃郡に属し，同郡の南端に位する。三瓶山の西

半分と嚢その山麓周辺を占めている。村の北方は同郡富山村・軍方は簸川郡山口村・飯石郡志々

村，南方は邑智郡粕淵町，君谷村，沢谷村，西方は安濃郡の大田町，川合村に接している。島

山根県全体から見れぱほ父中央に位し，石見国の東端に当り出雲国と接している。

　2，交　　遍　山陰本線大田駅から志学温泉（佐比売村志学）行ぎバス路線がこの村を縦走
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矛1図　調査村及びその附近旺ぎ図（20万分の1）
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し，役場の所在地池田は大田町から約12粁，志学は約18粁である。また大田駅から簸川郡山口

村に至るバス路線は本村の北部を横断し，本調査部落である字多根を通つている。多根の中心

地まで大田駅から約12粁，坂道や曲道が多いからバスで約1時間を必要とする。これらの道路

は勿論トラソクを通じ，更らに村道，林道にもトラソクを通ずる道路がある。

　3え地　　勢　三瓶山（標高王，126米）の北，酋，．南部の山麓と村界に連る500米級の山々

の問に耕地や部落が開かれている。池田と志学は三瓶山と西南方村界に走る山々の間にある。

多根は三瓶山と北方村界の山々との問にある。水系別に見ると池田ぽ静問川の上流に当り，標．

高200～言00米・志学は江川の支流早水川の上流に位し標高200～400米・多根は静問川の支流三

瓶川の上流に当り，標高200～400米である。何れも山の傾斜も急であり，、川の勾配も急であつ

て平垣地が狭く，かつ少ない。ことに多根にそれが甚だしい。それ故に耕地は傾斜面に開かれ

ているので水田は棚田となる。三瓶山麓の標高400～600米の緩傾斜面は広く草地として残さ

れ，約L500町歩の放牧場となつている。耕地と部落はそれより標高の低い，侵蝕された谷間

にある。

　4，土翰面積　東西約五4粁、南北約8粁，総面積約68平方粁，西北から東南にのひた細長い

村である・、しかしフ次表の如く大部分が山林1原野であつて・耕地は全面積の約10％にすぎな

い。
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矛1表佐此売村土地面積
＼

＼ 総面積 山林原野 耕　地 宅　地 その他
＼

面　積
　剛6，800

5茅133 659 39 969

百分此

錫
・
ユ
0
0 75 10 1 ユ4

　5、地質及ぴ土婆　大部分安山岩地帯に属し，三瓶山噴火による火山灰土を以つて上部が覆

われ・砂礫を混ずる所が多い・土壌の色は畢色又は茶褐色であ予・下層は砂壌土の所が争く・

排水可良であり，一漏水田も多い。

　6，戸数，人目　昭和25年10月ユ日現在の世帯数及び人口は次の如くである。

　　　　　　　　　　　　．矛2表　佐比売村の世帯数及び人口

昭25．ユO．1現在

佐　比売村

世帯数

983

人　　口

　人4，フ29 2，426

女

2，303

鎧（鞠

69．5

氷3表 戸口の変遷
＼1戸数又は世帯数1人　　口

戸 人

大正14年 ．862 4，040

昭和14年 8軍 3，342

昭和25年 983 4，フ29

　上表によつて983の世帯数，4，729人であ．

る。しかし矛3表の如く1O年前より著しく増

一加しており，25年前よりも多くなつている。

産業別就業人口は次表g通り農業が圧岡的に

多い。

矛4表 佐比売村産業別人口構成

全産業 農業
林業；鉱業

工業 商業

公務及1ぴ団庫1

その他1
昭和22．ユ0ユ現在産業別、人口 　人2，632

　
　
，
2
．
2
5
9
　
5
4
　
　
一

。
1
’

フ9 23 88 122

同上百分率

彪
1
0
0

。
。
1
．
I

｝
一
「

ユ 3 5

　7，農業撚態
川農家戸数昭和25年・1・950年セソナスによると農家戸数は781戸であつて，その専業，兼

　業別及び自小作別戸数友び耕作面積別農家戸数は次表の通りである。



矛5表　佐比売村専兼業別，自小作別農家戸数

＼　＼ 専兼業別 自、小作別’
＼

全
農
家
戸
数

㌧

専業1叢一蘂1叢一繋 自作
1自小作1小自作1小作

戸数
戸
フ
8
ユ 403 296 82 5フ6 150 2フ 28

同上％ ．ユ00・0 51．6

。。。1。。。」フ。。「「

工9，2 3．4 3．6

矛6表　佐比売村耕作面積別農家戸数

i＼
＼

全農家戸　数
3反未満

　　　1・一叶一・・反

10～15反 15～20反
＼。

戸数
　戸781

99 122
　140フ1146

7

同上％ 工00．0 〕一2．7 ］一5．6 52．1

　
　
1
ユ
8
・
「

O・9．

　以上の表によつて専業農家で自作，5～10反耕作農家が多いことを知る。一

121主要農産物　農業中耕種生産で重要なのは稲作であるが，その他の農産物は次表の通りで

　あろ。

　　　　　　　　　矛7表　佐比売村主要作物の作付面積と牧量

水稲 麦類 大小豆 蕎麦 骨藷 馬鈴薯 野菜 その他　へ 合計

作
付
面
積

兵別
　駒413．O 　i20，0　27．0

23．0 20．O 6．5 31．0 3．0 543．5
昭
和
・
二
五
年

％ 76 4 5 4 4 工 6 一
ユ00

岐　量
　宥8，260

224 80 329
　貫38，000 　質9，750

一 一 一

大
正
八
年

作付面積
　酎476，3

55．0 31．ユ
一

ユ3．5 3．2
一 一 ‘

牧　量
　若6・93フ；390

222 一

　貫18，500 　賀3，200

一 一 一

　上表ρ如く稲が全作付面積の約76％を占めて絶対的優倖を示し・その他大小豆，麦類。蕎

麦・甘藷・野菜等があるが何れも5％内外にすぎない。しかしその稲作は大正8年（32年前）

に比し作付面積が約60町歩少く，牧量は約千石多い。即ち反当肢量は昭和25年に2石である

が，大正8年は約1巧石であつて，昭和25年反牧はその約30％の増牧とな2ている。しかし’

昭和8年の豊作には水稲作付444町，牧量10，65白石。反牧2．4石であつたから，昭和25年の反

牧量は少いと云わねぱならない。麦類，大小豆は大正8年に比し，最近は減少しているが婁

甘藷，馬鈴薯は増加している。しかし全般的に見て作物の変化はそう大きくなく，米の外は
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1殆と自給作物であり・米は村内消費を約5・OOO石とすれぱ生産量の3g～40％が村外に移出さ

　れる。特産物としてワナビがあるが戦前には年産約1，500貫であつたげれども，病害その他

　で現在は激減している。

131家畜飼養　昭和24年の村統計によると次表の通りであつて，和牛が圧倒的重要性をもち，

　他の家畜は飼養されてはいるが少い。牛は三瓶山麓の放牧場に夏期問放牧して懐の生産をし

　ている。

矛8表　佐比牢村飼養家畜頭数（昭和24年）

役肉牛 馬 豚 山羊・ 兎

　　j家鴨1

鶏 I
飼養戸数 684 15 34 18 ユ32 。

1
」

488

飼養頭数 1，058

1
－
2
0
　
　
4
7
．
1

20
。
。
。
1
　
‘

。
一
，
。
。
。
一

生産頭数 234 5 155 25

　
ヨ
6
7
8
　
… 一

6
5
8
　
と

　農家戸数約780戸に比較して和牛（役肉牛）だげが普及している・その年次変化を見ると

次表の如くであり，戦前より減少しておるが最近若干族復の途上にあ名ようである。

矛9表　佐比売村和牛飼養の変遷

＼＼’　　　1＼ 昭・・年ト・年
20年 24年 26年 2フ年

飼養頭数 1，フ94 1，29フ

　　；　、1ユ，390　1，Oつ8　1．126　　1　　1

1，112

産覆数 （12年）549

　
■
3
0
「

棚1。。。I。。。l　l　l　1

　
’
4
1
6
1
　
’

　　産棲数には疑問もあるが，飼養頭数は戦前に比し約雅に減少しセいる。

14）養　　蚕　戦前には養蚕も牧繭量3・200貫位あつたが，現在は減少していてその重要性は

　少ない。

　　　　　　　　　　　　　才10表佐比売村・の養蚕

＼　＼桑園面積　養蚕戸数　掃立卵量　牧繭量

昭和24年
2岩 2ε 10蒼 貫

2？○

8，稼一　　業

林地の割合が大ぎいから林業の地位は大きい。その概要は次表ρ通りである。
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刺1表佐比売村の林業

山、林　面　積一（24年） 立木伐採

針葉 潤葉 一針潤混 量

合計 樹林 樹林 溝林 竹林 その他 （25年）

町 石

総　　　計 5，133 ユ，92フ 656 1，403 35 1，112 40，000

国　有　林 フ52 226 フ5

一 ‘一・ 451 一

公　有　林 フ8ユ 3ユ2 234 235 一 、
16，000

会杜団体有 127 ｝ 口
ユ2フ

一 ‘一 一

個　人　有 3，473 1，389 347 1，041 35 661 24，000

　以上の如く個人有が多く，1戸当4町以上となり，その所有が偏つているであろうが一般的

に山林面積が多い。針葉樹∴ことに松林が多く。針潤混溝林も多い。林産物の近年におげる変’

遷を見ると次表の通りである。

　　　　　　　　　　矛12表　佐比売村林産の暴近におげる変遷

用　　材 薪　　材 木　　’炭 アベマキ皮 三睡、楮

着
一

　看ユ’，926 俵

昭和10年 48，130
貰
i

賀
一

〃　15年 50，227 2，24ユ 56，380
一 “　・

〃　20年 48，360 2，504 62，603
一 ’

〃　24年 22，100 1，965 49，138
一 ｝

〃　26年 3，800 2，800 フO，000 5，000 1，100

〃　27年 3，000 2，000 50，000 4，500 1，200

　近年用材の伐鉦量は減少しているが製炭量は減少せず，むしろ増加している。近年の年伐採⊥

量は年成長量を超過していると云われ，森林資源の潤渇が憂慮されている。

　9。垂要生蓬物の童要性比牽

　佐比売村の産業は農畜林業が主であつて，商工業の地泣は低い。農畜林業の内でも稲作，養

牛，製炭及ひ用材を主とする林業の三つが重要性をもつ。生産物としては米，和牛棲，木炭及

ひ用材である。農，畜，林の重要性の此率を生産価額にょつて概算して見るとサ次の如くであ

る。

　　　　　　　　　　　昭和12年

農　耕（主に米）　　　67％

畜産（主に和牛犠）　6
林　業（主に木炭・用材）　27

　計　　　　　　　　　100

昭和26年

　68％

　12

20

100
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　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和ユ2年　　　　昭和26年

　　　　農家1戸当生産価額　　　．約900円　　　　約ユ3万白

　上表から見ると農産物が主で，全体の雅に当り，戦前；戦後において変化が殆どない。畜産

物はそρ比率が戦前の6％が戦後は倍加し，増加しているが，なお12％にすぎない。林産物は　　轄

戦争前から戦後に7％減じているが，現在においても畜産の約倍の重要性をもつ。しかし農産

物は自家用消費が大部分であつて，販売するものは米の供出約3，422石（昭和25年）位にす

ぎないが，その供出量は生産米の約40％に当る。、それ故に販売価額で此較してもやばり農産物

が最も多い。以上の如き農，畜，林産物は後でも見る通り，1戸の農家が農家経済の所得部門

として有機的に結合して生産しているのである。た父各戸でその生産の規模が異なり，3種の

生産部門の結合割合が違う故に，種々の形態の違つた農業経営が存在するのである。

　10，佐比費村農業の性格

　佐比売村農業の特徴を明かにするために矛13表を作製した。すなわち佐比売村農業を島根県

平均と全国平均と比較した。ごれによると1戸当耕作規模は全国平均に比し小さいが，島根県

　　　　　　　　　　　　矛13表　佐比売村農業の性格（昭和25年）

＼ 農家ユ戸当面積 米の生産 農家1戸当生産量 和牛ユ 林野1戸当生産量

耕地 1田1畑1林野 幣i反牧 1麦 戸当飼
繭 甘藷 養数 素材1木炭

灰 灰 反 反 宿 宿 貰 蕎

佐比売村 ユ．8
貫 頭 肩 駐

7．！ 5．3 ユ4．5 9．2 1．95 ．
0．6 59 ユ．4 39 ユ亨495

島根県 6．2・ 4．フ 1．5 ユ9．1 9．6 2．05 2．8 2．O 128 0。フ 14 β85

全国 8．3 4．7 3．6 6，4 10．4 2．12 4．O 4．21 2フ1 O．4 13 3ユ8

， ■

平均r比しや∫大きい。工戸当林野面積は耕地の潤係とは逆である。米の生産は五戸当生産量

においても，反当牧量においても最も少い。農家1戸当繭，麦，甘藷においても最も少ない。

しかし1戸当和牛飼養頭数，林野生産物においては最も多い。すなわち佐比売村農業は耕種生

産において米に偏つているに拘らず，その生産性は劣つているが，牛の飼養は多く，林産物は

多い。耕地の生産力が低いから林野に多く依存しているのである。
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一第1節I

　一，多根部落の概要

　多根部落は佐比売村の大字の一である・前述の如く佐比売村の北部を占め・三瓶山の北麓に．

位し・水系も三瓶川の流域に当る・交通路も千田町からは佐比売村の他の大字であり！中心郡

をなす池田や，村の南部にあつて温泉街のある志学と異り，バス路線も違う。又他二部落への

交通も地形，道路の関係で不便である。それ故に没場，学校は池田にあるが，多根には役場の

支所があり，小学校，中学校（山口村と共同），農業協同組合も多根は独立して別個にもつ・

地形，耕地の状態等すべて池田，志学より条件が悪いようである。役場の多根支所管内で野域

を除げぱ，多根は上多根，中多根，中津森，田向，下多根，小豆原の6小字からなる。その全

戸数は1・・戸であつて・’人口…人（昭和・・年！であ戸・本学学生の行つた調査可能な農家g土

地利用調査によると次の如き小字別戸数分布となる。

矛14表　多根耕作規模別，小字別農家戸数　　　2・家族員数及ぴ労働力

＼
、
＼

＼

　　1　17．5～5反未叩～フ．5反・・反
10反
以上 合計

＼

上多根 3 8 5 2 18

中多根 2 フ 3
］
一 13

申津森 5 5 4 ｝・ 14

田向 工 1 2 2 6
†多根 1 2 5 3 ユ1

小豆原 1 8 工O 2 21

計 13 31 29 10 83

　多根部落の15戸棲本調査によると家族員数、

は1戸当6・7人であり，耕作規模ヵ、大きくな

るに従つて多くなる。多根部落の総平均は

5．3人であるから梢多い。内15～60才の劣仇

可能家族員数は平均3．2人であるが，農業を

主とするものは1．8人，農業を従とするもの

は0．9人で，農業に従事するもの計2．7人，

0．5人は農業に従事しないものである。15～60才で農業に従事しないものは炭焼専従，道路工

夫，家事専従等である。農業を主とする家族数は耕作規模が大きいほど大ぎい。農業を従とす

るものは耕作規模の小さい方に大きいが，耕作規棲め大き一い階層にも比較的多い。何れにせよ

農業従事者は女より男が多い。詳しくは刺5表の通りである。
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刺5表家族員数及び労仇力

家族 男 女
労｛　仇　　　力　（能力換算）

ユ4才ユ5～6ユ才
農業を主とするもの

ユ4才
農業を従とするもの

員数 計
15～
60才

弓1才
以下 60才 以上 以下 以上

・計・
男． 女 計 男1女1計

5反未満 3．5 ・一 ユ．0
一

1．0 ユ．5 1．O
’一 2．5

一
O，4 0．4 ユ．O 0．4 1．4

5～7．5反 6．6 ユ．4 2．0 0．4 3覇ユ4 1．2

l
l
l
　
’
0
．
3

2．8 ユ．0 0．7 ユ．フ O．6 0．2 O．8

フ．5～10反 フ．6 1．8 2．2 O．2 4．2 1．6 1．4 3．4 ユ．1 0．6 1．7 O．5 0．4 O．9

10反以上 7．7 1．フ 1．7 0．6 4．O ユ。7 ユ．フ

ド
■
0
3
1
　
3
1
　
’

1．7 1．0 2．フ ’0．5 0・？ O．フ

平　均 6．7 1．4 1．9 0．3 3．6 1．5 1，3 1．ユ O．フ ユ．8 0．6 0．3 O．9

　3，縫…崔彗dヒ瑚甑査幡責

　多根部落の調査農家83戸（学生調査）平均経営土地面積は刺6表の如くである。ユ戸当閏6．3

反，畑〕反，計7凸4反，その他に山林21・3反等である。島根県平均に比しや入多い。

　　　　　　　　　　　　刺6表　多根部落平均経営土地面積

戸 耕　　　地 原野 わさび 二毛田

山林
水田率

数
宅地

嫡 計
その他 合計

田 草地 田 率（96） （％）

戸 反 一

5反未満 ユ3 3．41 0．59 4．00 2ユ．フ4 ユ．02 0．30 一 一
2フ．0フ 20．9 85

5～フ．5反’
一触

31 一5．4フ ユ．06 6．53 〕6．23 2．22 0．38 0．06 ’0．23 25．65 27．5 84

フ。5～ユO反 29 フ．28 1．32 8．60 17．44 1．91 0．34 0．04 一
28．29 2L9 85

10反以止 10 9．72 1．63 11．35 4フ．51 2．26 0．39 一 ■
61．50 ユフ．9 86

平均（計） 83 6．29 1．15 フ．44 2ユ．28 1．93 0．35 0．02 一〇．09 31．ユ1 22．9 85

　15戸の標本調査の平均経営土地面積は刺7表の通りであ．り，83戸の平均よりや∫大きい。し

かし大体の傾向は同様であるが，二毛作率はや入高い。

　　　　　　　　　　矛17表　標本調査農家平均経営土地面積（反）

水　　　田
わ

林 草 串さ て
そ

畑 耕地計 び の
一毛田 二毛田 耐 地’

合計
田

地 地 他

幽率1率）

反

5反未満 3．56 0．25 3．81 0．42 4．23 一

　
　
！
　
1
5
，
4
5
　
0
．
2
0
　
　
！
2
工
．
8
0
　
3
．
8
7
　
　
｛
1
3
．
3
0
　
3
0
9
　
　
－
4
9
3
フ
ド
．
7
6
2
2
，
3
0
3
．
8
9
　
　
I

0．33 10．21 46
，

． ｛
90

5～フ．5反 2．21 3．22 5．43 1．38 6．81 一 q．29 一
32．フフ 60 80

フ．5～ユO反 3．34 4．34 フ．68 1．28 8．96 一 0．46 ・’ 25．81 57 86

ユ0反以上 8．13 2．06 10．ユ9 1．フ9 11．98 0．0ユ 0．42 0．29 69．83 21 85
轟

平　均 3．96 2．96 6．92 ユ．30 8．22 O 0．38 O．06 34．85 46 84



11

　経営土地面積に関する特徴は　111耕地は水田率が高いこと（85％内外），121水田は湿田，

1毛由が多いこと（標本調査は梢二毛作率が高い），13〕林地が比較的に多いこと，等であり，

これら三者は島根県農業の特徴を示すものである。

　経営土地の内小作地の割合は少く，大部分が自作地である。標本調査におげる小作地の経営

土地に対する割合は刺8表の如くであつて，5～75反の階層に若干ある程度にすぎない。

　　　　　　　　　　　　矛18表　経営土地の内の小作地の割合（％）

＼ 水　　　田 わ．さ

＼ 一毛田1二毛田
畑一 耕地計 林地 、草地 宅地 その他 合計

・計 び田

5反未満 ・ ’ ■ ｝ ＾ ‘ 一 一 一 』 ・

5～フ．5反 51　6 6 12 フ
’ 一 26 一 一 5

7．5～10反 一 一 ’ 9 ユ
‘ 一 一 ・ 。一 O

10反以上 ■一 一 一
ユ 0 100 ■ 一 ’ 一 0

平均 工 2 1
8
．

2 100 ’ 9 ＾ 一 1

　4，建　　　　物

　建物の偉類は多いが1戸当建坪は68・2坪であり，大体耕作規模が大きいほど建物の建坪は大

きいが，7．5～10反階層は5～7．5反階層よりや⊥少い。これは5～7．5反階層に旧地主が含ま

れているからである。これらの傾向は建坪のみならず，建物価額（固定資産税の課税台帳の評

価）も年償却費も同様である。建物め内建坪や価額の大きいのは住宅であり，次いで納屋であ

る。これらはそれぞれの専用でなくフー部が畜舎と牟つたり．，物置となつたりしているから純

然たる建物の区別は困難である。1戸平均建物価額は約33万円（固定資産税課税台帳におげる

評価額）である。詳細は刺9麦の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　刺9表建　　　　物
~¥ 
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5 ~~_.;~--･-~~ 2s . o 5.g l.e l.l 39 . 2 189 , 3q_ ~ 

5-7.5~~r)+ 
･_? . 21 4

'
9
 
l
 
.
 
A
.
l
 
i
 
4
'
2
 

5.0 21 . 2 e.3 l.2 l.2 5,s ?2 . 5 3~3 , 20~ 

1 . S- I OX 3~.s 2.5 lO . l lO . 4 l.3 0.5 e4 . o 24? , ?46 

lOj~i).: J~ 3~ , 8 e*g 22 . o 9.s 3.9 2.S 8~ . l 484 , 345 

+i~F- ~1 33 . o ~J,J.o 3.9 l S . 6 ?.7 0.8 
r)4 4' 0.5 or~a . 2 329 , 106 

{
 

5，重嚢農機具　　　　　　　　　　　　艦
動力機械は主に脱穀調製，加工用機械であつて，5反未満の階層にはないが，それより大ぎ
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い階層には所有され，大ぎい階層ほど多くなつている。畜力機は水田耕起及び整地用の機械の

みであり，去口つて小さい耕作階層に多い。人力用主要農機具は種々のものがあるが，5反未満

あ階層を除き大差はないb外に協同組合の共同利用施設で精米，精麦，製粉等が利用でき，小

㈱耕作階暦では本家等の機械を無料又は有料で利用するものもあ・る6詳しくは才20表の如くであ

9・1戸当農機真価額は38・685円・年償却費舛4・954円で苧る・・

　　　　　　　　　　　　氷20表農機具の所有台数

動　　力、　機 畜力機 人　　　力　．　機
動 精 脱 籾 翼 製 米 変 小 馬 砕 小 除 培 脱 製 噴 藁 荷 唐 俵 程 万

麦
土

水 小
力 米 穀 摺 切 粉 選 圧 黎 土 草 土 穀 縄 霧 切 締
機 機 機 機 機 機 機 機 計 鍬 機 計 機 機 機 機 機 機 車 箕 機 秤 石

入
機

車 計

R序キ瀧）■ノ、／1、“凹
」＿ 」

’一 ｝ ． 一 ’ ＾

l
1
0
．
5
0
5
1
ユ
↓
4
1
1
ユ
．
8
1
－
　
I
1
．
3
0
．
3
　
I

一

　
，
1
．
O

0．5’

・
0．5

’ 一 ’ ‘‘ ， ‘ ＾ ’ ’！

　
■
0
．
6

0．5 L5
5～7．5反O．8 0．2 0．8

一 一
O．21O．2 2．8 0．4 3．4 ユ．2

一
O．6 0．8 0．2

0
．
6
0
，
2
　
1
0
．
8
0
．
6
　
I
0
’
7
1
0
1

0．8
一

1．0 O．6
一 ・

6．0

フ．5～

10反

　I0．80．6
0
．
6
0
．
6
　
i
工
．
0
1
．
0
　
’
0
．
6
0
．
7
　
1

‘ ’
0．2

一
2．8 O．4 2．2 1．2 0．2 0，2 0帖8 0．2 0．4 0．2 0．4 0．2

’ ’
5．2

10反以上
．1

，
3
0
．
7
　
；

0．3 ○靹フ 0．3
‘

5．3
凸

1．6 0．フ
・

0．3 L0 O．フ 0．7
一 ■

0．フ0．3
’

5．8

平均 0．8Q．4 0．1 O．110．2 0．1
3
．
0
　
…

L
5
0
．
6
　
I

0．3 2．4
1
．
0
0
．
1
ヨ
　
’

0．4 0．7 0．3 0．60．40．5　1・1 0．1 0．5 0．4 O．1 0，1 5．2

1 I

第2節耕種部門
　竈書館靭瑚搾材圃積

　作物別作付割合の大ぎいのはイネの約60％，レソグ約14％，ムギ類9％，ナタネ5％等であ

つて，’．レン1グはイネの肥料であるからイネ作に加えれぱ75％となり，絶対的な重妻性をもつ。

耕作規弾別に差異は少く・大体同様g傾向にある・や上異なるのはレイグの作付割合であつ

て，作付面積が各階層とも同じ位であるから作付割合は小さい階層ほど大きい。

　　　　　　　　　　　矛21表作物別作付面積（反）

＼　＼
ム　　　　　ギ マ　　　　　　メ

、

＼ イネ コムギぽ葦ニダ峯 ソバ

＼ 計 ダイズ アズキその他 計

5反未満 3．80 O．08 0．15 0．15 0．38 ． O．15 0．12 一一
実

0．27

5～フー．5反 5．50 0．64 0．30 O．04
’O．98

O．04 O．32 0．2フ 0．04 O．63

フ．5～10反 フ．56 O．7フ 0．46 ， 1．23 0．08 0．44 0．29 0．08 0．81

10反以上 10．1フ 0．60 0．70 ’
！．30 O．33 0．56 O．33 O．02 O．91

数
平　均 6．90 O．60 0．4ユ ’0．03■ 1．04 0．ユ1 0．39 0．2フ 0．04 0．フO

5反未満 59 12 2 2 6 ＾ 2 2 ・百 4
5～フ。5反 58 7 3 0 10 0 3 3

＝
し

7
分 フ．5～10反 5フ 6 3 ’　　一 9 ユ 3 2 ユ 6

10反以上 66 理 5 ．■ 9 2 4 2 ｝ 6
率

平　均 60 5 4 O 9 1 3 2 工 6



亙3

＼
＼　　＼ イ　　　　　モ ヤ　　ナ　　イ

，レング
作

＼
バレイ 亨ソ引計

ナタネ
ダイコン1その他計 合計 付

シ　ヨ
率

実
5反未満 0．02 0．02 0．04 0．1フ ユ．55

O．101　0．ユ3　　1

0．23 6．44 152

5～7，5反 0虫09 0．14 0．23 O．59 ユ、30 0．18 0．10 0．28 9．55 ユ40

フ．5～10反 0，Oフ O．03 0。ユ0 0．96 L80 0．25 0．38 0．63 ユ3，17 147

10反以上 0。ユ6 0．27 0．43 0．26 ユ．フ3 0．05 0．ユ2 0，1フ
ユ
5
3
0
i
ユ
ユ
．
5
0
　
　
‘

二L28

数
平　均

0．09　　一 0．u 0．20 0．59 1．59 0，1フ 0．20 0．3フ ユ40

百
5反未満 O 0 0 3 24 2 2 4 ユ00

一
5～フ．5反 1 1

・2

6 14 2 1 3 ユ00
一

分 7．5～ユO反 1 0 1 7 ユ4

2 3 5 工00
1一

10反以上 ユ 2 3 2 ！1 0 1 ユ ユ00

1率
平　均 ユ 1 2 5 14 ユ ．2

3 ユ00
‘

」

　2，作物の牧量
　作物別の全牧量を見ると作付面積同様にイネ作が多く，1戸当約16石，ムギ合計は米の1割

にも達しない。マメ類はムギより更らに少く，イモ類も平均20～30貫で少い。詳納は矛22表の

通りである。耕作規模別には当然大きい階暦ほど牧量は大きくなつている。

　　　　　　　　　　　　　矛22表作物別牧穫量．

＼ ム　　　．　ギ マ　　　メ イ　　　モ ナ レ
、＼　＼

＼
イネ

オオ ■ハタカム　ギ
ソノく

ダイ 1享ス！孟の ド計 ソレ作1計
タ ン

、
＼、、 コムギ

ムギ
計

ズ
ネ ゲ

＼

疋
　　10．23

。
．
。
。
1
。
．
。
。
｛
　
　
t

賀 宥 貫

5反未満 8，83 ’ 0．07 0．30 ‘
0．0フ

‘ 0，23 4 7 11 O．22 320

5～7．5反 13．44 O．56 O．56 0．0フ L19 0．02 O，ユ3 0，04 O，54 16 35 5〕一 0．45 670

7．5～10反 ユ9．02 ユ．08 O．88
i

ユ．96 O．03O．39．0．16 0．08 0．63 27 6
　
3
3
屯 O．89 880

ユ0反以上 20。フ0 O。フ0 ’L50
1

2．20 O．20
　　F05610221

O，02 O．80 40 フ7 ユ1フ 0．28 1ラユ83

乎　均 、16．五4 O．72 O．フ8 0．03 L53 O．06
G．390．15．0，04　　1　i

0．58 23 30 53 0．53 フ96

次に作物別反当牧量を見ると矛23表の通りである。イネのウノレチは全平均2＝38石あつて比較

的高いが，その他は何れも低い。イネの反牧は10反以上の階層把最も低く・申規模階層に高い

が，その傾向は全作物同様ではない。すなわち　般的傾向は認め難い。

　　　　　　　　　　　矛23表作物別反当枚量
搬

イ　　　　ネ ム　　　．　ギー イ　　　　モ

ウ／／チトチ コムギ1 オオムギ12夕峯 ダイズ
づレ引 サツマ

ナタネ レソゲ

＼ イ　モ

。嶺。。。 貫 右 貫

5反未満・ 0．67 ＾ 0．47 1．03 1フ5 377 ユ。23 206

5～7．5．反 2．42 2。フ2 0．8フ ユ．83 1．フ5 L16 180 250 0．フ6 5ユフ

フ．5～10反 2．59 2．04 1．4ユ ユ．81

i
0．88 385 213 O．89 489

10反以上 2．11 ユ．46 1．16 2．15
i

1．OO 鰯255 28フ 1．0五 683

乎　　均 2．38 2．04 1．20 ユ．84 0．98 1．00 246 2フ2 O．90 503
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　3，蒙弗蕃重柴星牧…欝

耕種部門の粗牧益は五5戸平均146・416円であるが・耕作親模別に見ると勿論大キい経営階層

ほξ大きい。その販売と家計消費の割合は平均32％，68％であつて自給的生産が大部分であ

る。販売の大部分は米であつて，次いでナタネ等であるが米と比較にならないほど少ない。故

に耕種生産で販売するのは米だげであると見て大ぎな誤はない。作物別粗牧益で米の地位は大

きく，全体の87％を占めている。詳しくは矛24表の通りである。

矛24表耕’種粗牧益（単位円）

5反

未満

5～

7．5反

7．5．～

工O反

10反1

以一上

平均

米小麦大麦裸麦蕎麦一大豆小豆紬鈴甘藷菜種蒙1野菜・大根計

所得的26，7gエ　　＿
牧　入
家計42．8801，100
仕　向

　計69，6フ11，ユ00

所得的　　　25，469　　　　＿　　　＿
牧　入

家計　　　77．145　3．0401，552
仕向　　　　　1
　計ユ02．6143．0401，552

所得的52，882　　＿　　＿
牧　入

家計g8．7763争374464
仕　向

芦十15ユ・6583・3フ4464

所得的
　　　フ1冒g69　　一
牧　入
家計gフ，8543，000
仕　向

　計169．8233ヨOOO■

54

54

｝，160ユ，050

1・160－1・0501

120　　225　1．545

120　　225　工，545

一　　　　26．791

580　1　125　49，フ85

580　1争125　フ6，5フ6

一　　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　640　　　　　　384　　　　　　　26，54フ

2202・3461・298200650フ841・8992・618■1・360193・ユ12

220　2，346．1．298　200　　650　　フ84　2．539　　　3．002　1，36α1］一9，659

㌻r　　　　＿　　　　＿　　＿　　　＿　　　＿　4，000　　　　　　　＿　　　　＿　　56．882

1803・3051・972i4006442521・4392ラフ72ユ茅220114ラ珊

1803・3051・972140064425「5・4392・フフ2ユ・220ユフユ・680’

。。。ユ，。。。ド。。トー一一一。。。一、。，。。。

46フ　4言32フ　2至107　ユ66ユ、6001ユま400　2，ユ59　26フ6事ユ33　ユ，583ユ2ユ，063

96フ　5，327I2ラ374　ユ661夢600■ユ買400　2身ユ59　2676茅フ99　ユ事583ユ96，465

挺得突・・，……1・！・・・・・…　……，・・…　1一・・う…

家計83．9282．8856フう＿22フ2，g04ユ青651233フ67655ユ，フ51533，10エユ苗327ユ00，154

仕向　　　　　　　　　　　　　　　　1
　計ユ28．0112．8856フ2ユ83273芽工04ユ，7042337676553．29853．3争362ユ争327146葦4ユ6

同上％　　　8フ　　2　　1
、。　。1

1　　ユ00

同左
％

35

－65

100

22

78

100

33

67

100

38

62

100

32

68

ユOO

’4婁イネ作撞箭

川　晶種別作付割合　最も多く作付されているのは八雲と農林22号であり婁次いで農林44号で

　ある。この三者で全体の80％を占め，その他の数晶種が2～4％作付されている。農林22号

　と農林44号は県奨励晶種であるが，八雲はそうではない。耕作規模又は反当牧量と晶種との

　関係は明瞭な傾向として認め難い。瑞穂会員でイネ作に熱心で反当3石以上の成績をあげて
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いるK氏は大部分が八雲である。詳細は矛25表の通りである。

　　　　　　　　　　　　矛25表　イネ作晶種別作付割合（9宕）

八雲 農林2～ 農林44 近畿33 銀坊主 農林24 奥羽188 愛亀 農峠聖 ‘計

I

5反未満 ユフ 45 26 、 ■ 12 ’ 一 ‘ 一
ユOO

5～7．5反 28 36 8 6 ’ 8 4 3 フ
I一 ユOO

フ．5～10反 41 6 3工 2 10
一 5 ■ 一 5 100

声

10反以上 25 43 22 5 一 一 ’ 5 ＾ ‘
ユ00

乎一均 30 29 21 4 3 3 3 3 2 2 100

121肥　　　料　購入肥料惇硫安・石啄窒素・過燐酸石灰等が主要なもので反当3貫程度で少

　い。’自給肥料は堆厩肥，レング，野草等が反当計300～500貫，草木灰若干等が施され，瑞穂

　会員の場合は焼上が用いられる。これら施肥量の三要素合計は何れも標準より少いようであ

　る。耕作規模別に大差はないが，5～7j反，7・5～且0反の中階層において施肥量が多く，反

　牧も高い。i5戸調査農家の肥料三要素と反牧との相関係劉rlは燐酸035，窒素032，加里O．

20，堆厩肥，緑肥，難糞計030となり若干の正比例的関係がある程度であつて，顕著な傾向

　は認め難い。

　　　　　　　　　　　　才26表一イネ作反当施肥量　（貫）

＼＼ 化　　学　　肥　　料 有棒．質又は自給肥料 合　　　計

＼ 硫安 石灰 過燐酸配合
石灰

その
堆厩肥

レング
窒素 百灰肥料 他 青草

油粕
草木灰I全雫

鶏糞 焼土 窒素
＼

燐酸加皐
貫

5反未満 3．3 2．7 2．5
一 一 ■ 250 65

1
11．5 40 一 一 2．66 1．37 2．14

5～フ。5反 4．1 3．O 2．3 2．4 2．0
■ 190 259 O．5 工0．7 14 0．6 8 4．44 1．52 2．58

7．5～ユO反 ユ．9 3．8 4．8 2．6 2．0 0．6 243 94 1．0
一 3 一 52 3．38 1．フ9 ユ．85

10反以上 2．4 0．9 4．4 O．3
・

ユ．3 286 228 一 ・‘ 一 ‘ ’
3．8ユ ユ．49 ユ．58

平　　均 2．9 2．8 3．6 ユ．フ ユ．3 0．5 235 1フ2 0．5 5．ユ ユ1 0．2 20 3．73 ユ．58 2．08

＼ 苗代 本田整地 田植 管’理
刈取から調製

計

多根近畿平均

人
2
．
0
1
．
2

6
．
3
3
．
7

3
．
2
1
．
5

フ
．
0
6
．
0

フ
．
3
6
．
6

2
5
，
8
1
9
．
0

6〔訣〕近畿平均はr農業と経済，工9の4，阪本平一郎；栂作畜　　力化に関する一考察」より。

13〕反当投下労仇量　イネ作の反当投下労仇量は平均約26人である。この数は予想よりも少な

　かつた。しかし，全国平均の約20人に比し多い。その多い理由は湿田が深く牛耕のできない

　　　　矛27表　イネ作反当投下労仇量比較　　　　　　田があること，傾斜面の水田で区劃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が小さく，散在していて畦塗，耕転

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の作業に労力を多く要するこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，漏水田で代掻きを多く行う等に一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。次表によると全般的に労力を

　　力fヒに関する一考察」より。　　　　　　　　　　多く使つているが，就中本閏耕起，・
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整地，田植等に多く費されている。本調査で10反以上耕作階層で特に多くの労仇を要してい

るのは湿田が多、く，畜力利用も少ないからである。乾田率と畜力利用の程度は正比例的であ、

り，人力労仇は反比例的である。詳しくは矛28表，矛29表の如くである。イネ作反当所要労

　　　　　　　　　　　、矛28表イネ作反当投下労仇量
種子1苗代播予措．種管理

本田 代掻畦塗基肥苗取 除草薬剤 追肥
水の

稗抜
稲刈 脱穀

耕起一 田植 中耕撤布 管理 稲架 調製
合計

人

5反未満 0．1 1．3 ユ．8 2．3 O．8 1．1 2．4 4．］一

｝
0．4 1．6 0．4 2．ユ 4．0 22．4

5～フ．5反 0．4 3．3 L4 2．5 0．6 1．1 3．1 2．9
■

0．フ 2．1 ユ．c 3．0 3．フ 25．8

フ．5～10反 0．1 ］．3 1．3 2二0 0．9 1．4 2．6 3．9
・

1．1 2．ユ 0．3 3．3 4．4 24．7

10反以上 0．2 1．5 1．9 3．4 ユ．3 1．6 4．ユ 4．0 0．1 0．2 壺3．2 O．4 2，8 4．2 28．9

平　　均 0．2 1．8 1．5 2．6 0．9 1．3 3．2 3．6 0．0 0．5 2．4 O．5 3．1 4．2 25．8

仇は5冥未満階層の22・4人からユO反以上階層の28中9人と開いている。畜力は平均反当3■頭，

動力利用は平均反当53時間下ある・

　　　　　　　　　　　矛29表　イネ作反当畜力及び動力利用

畜　　ヵ　一利　　用　（頭） 動力利用（時間）

苗代 本田
耕起 代掻 施肥稲運搬　計 脱穀 籾摺 計

5反未満 0．フ 1．8 2．2

i 一
4，フ 2．4 〕一．3

3
「

5ん7．5反 0．3 1．0 1．5 0．ユ 0．0 2．9 2．4 2．7 611

7．5～10反 0，2 1．1 1．6 0．3 0．3 3．5 ，3．2 2．ユ I5
．
3
　
・

10反以上 0．2 0．5 1．2 O．3 0．2 2．4 ユ．5 1．4

平　均 0．3
一〇．9

ユ．6 一0．2 0．1 3．ユ 3．0 2．2

2
つ
5
「

14）作付順序　田においてはイネ作ρ1毛，単作が最も多い。その他イネの表作と，その裏作

　にナタネ，ムギ，レングの内何れかが入る2毛作が大蔀分である。詳細は矛30表の通りであ

　る。ついでに畑におげる作付順序をもこ上で観祭しておく。畑におげる夏作はダイズ，アズ

キが主苧作物であり・次いで㌣ツ了イモで狐冬作は田と同様ムギ・ナタネであり・こ柞

　らの組合せによる2毛作が多い。ことにダイズ（アズキ）一ムギの2毛作が多くゴ次いでダ

　イズ（アズキ）一ナタネである。耕作規模別に見ると5反未満と10反以上の両端の階層では

　比較的単純な方式であり，中級2階層では多種類の方式がとられている。
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矛30表耕地の作付順序（％）

ド∴∴∴美霧各経営で最も
多い作付順序

畑

一年一作

二年三作

二年四作

　〃

三年六作I

稲

稲一菜種一稲一（休）

稲一’麦一稲一麦

稲一レソゲー稲一レン’ゲ

稲一菜種一稲一菜種

稲一麦一稲一レンゲ

稲一　麦　一稲一菜種

稲一麦一稲一レングー稲r麦

100

野
菜
の．

入
ら
な
い
も
の

野
菜

9人
る

も
の

橿1一麦一1橿／一麦

椙一菜種一鰯一菜種

橿／一麦一／橿／一菜種

甘藷一麦一甘藷一麦

100

野菜一麦一野菜一麦
橿1一野菜一囎一野菜

鰯千鰯一麦
野　　菜　　専　　用

57。反17ユ瑚蚤平均

40

20

20

20

60

20

20

・20

40

20

40

20

20

66

33

一20

20

20

20

20

66

33

4フ

フ

13

20

ユ3

40

27

13

ユ3

ユ3

13

各経営で2，3位
に多い作付順序

5反5～
未満1フ．5圃

50

50

60

20

60

7叢蝸平均

50

50

40

20

60

20一

66

66

33

33

20

20

20

20

20

20

40

33

33

13

ユ3

20

20

2フ

20

フ

2フ

13

フ

，フ

フ

27

2
0
1

第亭節養畜部門
　1，饅養家畜頭数

　飼養家畜の主要なものは和牛であるが，その他に若干の馬，緬羊，山羊，兎，籍，蜜蜂，が

飼われている。しかし和牛の地位が絶対的に大きく，飼養家畜単位中に占める和牛の地位は80

％以上であ？て多その割合は小さい経営において大きい。和牛の飼養はi5戸の調査農家全戸に

わたり，犠を含めて1～4頭が飼われている。棲の販売や親牛の交換等が年間に行われるから

正確には算定し難いが，年間に亘り飼養された和牛頭数ぽ次表の通り，平均2．2頭であつて，

勿論大きい経営に飼養数は多くなる。和牛の外の家畜は，難が自家用採卵程度に普及している

が，その他の家畜は少数農家に分散的に飼われているに過ぎない。詳細は矛31表に譲る。合計

家畜単位は約2・1であつて，大きい経営階層に大ぎいが，耕地反当の家畜単位数は反対に小さ
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矛31表飼養家畜数
和　　　牛一 家畜単位 飼養家畜

馬 緬幸 山羊 兎 鶏 蜜蜂 合計 の耕地反
単位中の

成牛 憤 計 （轟）
当

牛の単位　％

頭 易 欝

5反未満 1．0 0．5 ユ。5
一

0．5
一

1．0 ’3．5

・ 1．36 0．32 92

5～フ．5反 1．4 ユ．0 ．2．4 O．2 0．2
一 ．

6．6 0．2 2．2ユ O．33 86

7．5～10反 1．2 O．8 2．O 0．2 O．8 0．4
一

5．0 0．2 1．99 0．23 80

10反以上 1．7 ユ．3 3．0 0．3
｝ 一

0．フ 4．3
． 2．83 0．24 83

平．均 L3 0．9 2．2 O．2 O．4 0．1 0．3 5．2 Olユ 2．12 0．27 83

い経営階層に大きい傾向が認められる。

　　〔註〕　ユ5戸，34頭の和牛食自養例の内，2戸，親牛2頭，覆2頭は家畜小作であつて，親牛を借り，そ

　　　　の覆販牽代金を家畜主と小作人に分割するものである・一戸は親戚から借りて半々に分割し，他

　　　　は旧地主から借り，種付料その他家畜主持で小作人40狐家畜主60劣年分割するという。

　2，養畜粗牧盆

　養畜粗牧益は矛32表に示す通りである。平均約4万円であつて，7．5～10反階層に最も高く，

小さい経営階層に少い。7・5～10反階層に多いのは主として養籍の牧益が多いからである。平

均的に見て養畜粗牧益の70～96％が和牛の粗牧益であり，20％内外が難からくる。緬羊，山

羊，兎，蜜蜂の粗牧益はいずれも少ない。

　　〔註〕　増殖価額は勿論犬家畜を販売した現金収入の一部又は全部を占める場合と，1まだ販売されず従

　　　　つて現金収入になつていず，家畜の価額が増加しているにすぎない場含との両者を含む。何れに

　　　　せよ大家畜の2フ年度中の価額の増殖部分である。

　　　　　　　　　　　　矛32表養　畜　粗』牧　益

和牛 緬　　羊 山　　　　羊 兎 ・鶏 蜜蜂 合　　　　　計

増殖額
所得 家計 増殖 計

家計 所得 家計増加 計
家計

帥峡入 仕向 仕向 的政λ 仕向 仕向 賦翻幡1計
5反 円

13，フ50
■ 一 一 ＾ ｝未満

550 550 200 一 650 ■ 650 一 一 850

1
　
1
ユ
4
，
3
0
0
－
2
5
，
0
6
0

15，ユ50

5～

フ．5反
24，200

‘ ・ ｝ 一
工00 700 800 ｝ 4，020 4，549 160 8，729 100 4，020 4，フ49 33，829

7．5～

10反
40，600 600 400 ユ，000 160、3，040 960 4，160

■
5，660 6，364 一

ユ2，024
・ 5，820 ユ0，004 41，960 5フ，784

10反 39，000
一 舳 ・ 一 一， 一 一 133 367 1，16フ

｝ 1，534 一以上
36フ 1，300■39，000 40，667

平均 31，233 200 134 334 53
ユ，d47

627 1，727 53 3，300 3，958 53 フ，311 33 3，353 ざ，291 32，047 40，691

　3，和牛飼養の経溝

　飼養頭数（家畜単位）からしても，養畜粗牧益からしても和牛飼養の養畜部門におげる地位

は絶対的に大ぎい。故に養畜経済の事情を和牛飼養の経済によつて代表せしめて次に考察をす
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すめることとする。

ω　和牛飼養部門の粗牧益　和牛飼養を独立の経営部門として考えると，その粗牧益は犠の生

　産を含む牛自体の増殖価額，厩肥の生産価額，畜力利用の価額の三者からなる。以上の内和

　牛増殖価額は前掲矛32表の通りである。次に厩肥生産価額を推測すると次の如くである。厩

　肥の生産量は正確には知り得ないが，凡その推定によると矛33表の通りであり，その価額を

　100貫，500円とすると1戸当8，663円である。勿論経営規模が大きい階層において多額であ

　る。

　　〔註〕　堆厩肥価額見積は京大式農家経済簿昭和27年度，自給肥料成分価表によれぱ100貫が435．86円

　　　　である。しかしこれは有機物としての価格は見積られていない。農林省の生産費調査におげる推

　　　　厩肥の価格は各戸の費用価によつているから区々であるが，成分価と大差はない。

　　　　　　　　　　　　　矛33表和牛飼養部門粗牧益

厩　肥　生　産、 畜、力　利用 増殖額
耕地反 厩肥見 畜力利 養牛を除

左の価
合　　計

麗肥生産
当厩肥 積価額 ’用日数

く畜力利
額見積

見　　積
用日数

貫 貫 岡
　日1　　圓ユ8，8　　ユ8．8

四 円 円

、5反未満 900 2ユ3 4，500 9，3フ5 13，フ50 2フ，625

5～7．5反 1，250 198 6，250 24．9 ユ9．フ 9，850 24，200

7－5～ユ0反 1，888 214 9，440 45ぎ3 33．7 16，850 40，600

40．30066｝

10反以上 2，833 237 14，166 39．4 32む3 16，167 39，000 69，333

平　　均 ユ，フ33 2コー6 8，663 33．8 26，8 13，383 31，233

同上％ 1 ，
ユ6

’ 一 25 59

5
3
つ
ユ
0
0
1

66｝

　和牛の使役日数は矛34表の通りであつて，平均33・8日であるが，内養牛に伴う使役が7目

あるから養牛部門以外におげる使役日数は平均26・8日である。耕作規模階層別に見るとやは

り大きい階層に多くなつている・また役用の大部分が稲作であることも見堆芦ない・役用1

日を500円と見積れぱ，ユ戸当畜カ利用の価額は前掲矛33表の如く13，383円となる、

　　　　　　　　　　　矛34表和牛　の　使．役　日　数

＼
＼　　＼ 稲　　　作 その他 刈草の その他 刈草運

．苗代 本田
雑 計

耕起 起耕 代掻 耕起 運搬 の運搬 搬を除く

2．5 9．3 15反未満 6．0 0．5
一

0．5
巾

5～フ。5反 1．5 8．O 6．4 0．4

18，8　18．8　1　i

5．2 2．2 1．2 24．9 19．71

7．5～ユ0反 ユ．9 10．8 ユユ．0 1．2 ユ1．6 8．8 45．3 33．フ
一

一

10反以上 2．1 フ．9 1L5 ユ．2 フ．0 9．7
一 39．4 32．3

平一均 ユ．9 9．1 8．9 0．8 フ．0 5．7 0．4 33．8 26．81

止 一1　I
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　　以上の牛増殖価額，厩肥生産価額，畜力利用価額の計は前掲矛33表の通り，t戸当53・2a0

　円であつて，牛増殖59％，畜力利用25％，厩肥16％の割合であり，耕作規模別に見れば大ぎ

　い階層ほど多額となつている一。詳綱は前掲矛33表に譲る。

121和牛飼養の費用　和牛飼養に関係する諸費用の内飼料以外の現金支出（家畜費と仮称して

　おく）は矛35表の如くである。放牧料は三瓶山麓に放牧する料金であつて，普通5月中旬～

　7月中旬に宣る約60日問，9月中旬～11月中旬に亘る約60目問放牧するが，それに要する共

　同放牧費用の分担金である。放牧についてはその外に出役が2～3目あるが，これは後述の

　労仇日数に台ましめ，本料金には合まない。共済掛金は家畜共済の掛金であるが，一部には

加入していないものもある。その他種付料，診療費，予防注射代，登録料等を加えて家畜費

計は1戸当享・322円であり・大体養牛規模と比例的で苧るが・5～7軸5反階暦にやふ多くなつ

・ている。

矛35表 和牛飼養に関する家畜費

放牧料 種付料 共済 診療費 薬剤費 注射代 登録
’掛金 その他

計

一5反末満 P
160 900 一 ’ 一

〕一25

一
1，185

5～フ．5反 238 800 698 フ00 ユ32 30 200 2，798

フ。4～10反 298 820 359 200 ユ54 138 ‘
1，969

ユ0反以上 320 ！，333 21フ 366 50 37 550 2，8フ3

平　　均 264 927 396 373 ユ05 80 1フ7 2，322

矛36表1和牛飼華減価償却費

畜具費
畜舎減価和牛減価

償却費償却費
計

蕪
『
1

5反未満 452 500 一 952

5～フ。5反 ユ，102 1，400 6，560 9，062

7・5～10反 1，544 1，86G 2，600 6，004

↓0反以上 1，2！0 4，ユ00 5，100 10，410

平　　均 1，184 1，973 4，0フ3 7，230

減価償却費は畜具，畜舎，牛の3種がある。

畜具減価償却費は押切り，飼料檜，飼料鍋，

綱，櫛，ブラソシ等のもので1戸当1，184円，

畜舎減価償却費は建物費であつて1’戸当約2，

O00甫，牛減価償却費は1戸当約4，O00円，合

計減価償却費は1戸当7，230円であつて，大

きい経営に多いが，5～7巧反階層は7・5～10

反階層以上に多い。5反未満階層に牛減価の

ないのは借入牛と御産妊娠中であるからであ

る。詳しくは矛36表の遭りである。

　飼料費は購入飼料費と自給飼料費に分つことができる。購入飼料は主として麩であるが，‘

その量は1戸当20貫内外のものが多い・その他に若干の大麦糠，木豆粕，大豆；大麦等が購

入される・それら購入飼料の価額は1戸当4・OOO円内外である；詳細は矛37表にゆずる。．
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矛37表和牛の購入飼料一

麩 麦糠 大豆粕 大豆 麦 購入飼料

費合計
貫 貰

一
貫 斗 斗

・
悶

5反未満 4．0
一 一

3ユ5

5～7．5反 15．2 1．6
一

O．1 3．2 4，222

フ．5～10反 35㌧2 1．6
‘

0．3
一 5，610

工0反以上 21．3 ’
6．7

一
’2。フ 4，533

平　均 一21．4 1．1 ユ。3 O」1 1．6 4，226

　自給飼料は野草，稲藁，大麦，屑

米多来糠が主要なものであつて，そ

の他若干の穀物，耕種副産物等が用

いられる。野草を除いて自給飼料の

餌額を見積ると1戸当11，568円と牟

り，耕作規模，養畜規模と正比例的

である。詳細は次表の通りである。

才38表自給の飼料と敷草
＼　　＼ 穀　　　　勅 綾　　類 藁．程 そ　　の　　他 野　　草 野草を除

レ叱自給飼料

屑米 大麦 小麦 裸麦 大豆 米糠 襲 稲蘂1麦程レソ 基諾i豆爽野菜
生野草

乾草 敷草の見
＼ グ 屑 笹葉 積価額

着 碩 賀 賀 貫 円
　　　刊5反未満 O．23 一 一 0．06 一

ユ7．5 1．3 410 8 5 2 2 一
1，035 ユ88

56フ6，

欝

6～フ．5反 0．24 0．44 0．24 0．06 O．03 32．0 3．0 582 一 4 24 2 10 2，766 224 9，658

フ．5～10反 O．54 0．68 0．28 一 0．02 23．4 1．4 フ64 17 一 3 9 12 3，028 工98 13，8フ2

10反以上 0．6フ 1．3ユ
｝ 一 一 26．0 6，3 56フ

一
6フ 2フ 4 33 5，187一142 14，840

平　　均 0．42 0．63 0．17 0．03 0．02 26．O一2．9 61フ フ 15 15 5
］

14 3，ユ06 lL94 11；568

野草を除いた自給飼料と購入飼料の価額合計は矛39表の通り，ユ戸当15，794円である；・耕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矛40表和牛飼養経営費
矛39表 和牛飼料費

自給飼料 購入飼料 合　　計

円

5反未満 5，6フ6 315 5，991

5～フ。5反 9，658 4，222 13，880

フ．5～10反 13，8フ2 5，610 ユ9，482

ユ0反以上 ユ4，840 4，533 19，3フ3

平　　均 ユ1，568 4，226 ユ5，フ94

＼家畜費 減価
償却費

飼料費 計

P
5反未満 1，ユ85 952 5，991 8，128

5～7．5反 2，798 9，062 ユ3言880 25，フ40

フ．5～10反 1，969 6，004 19，娼2 27，455

10反以上 2，8フ3 10，410 19，3フ3 32，656

平　　均 2，322 フ，230 15，フ94 25，347

同上％ 9 29 62 100

作規模，養畜規模が小さい階層に当然飼料費は少い。購入飼料の全飼料費中に占むる割合は

平均で約27％であるが，野草を加算するとユO～20％に低下する。自給飼料が大部分を占める

ことが判明する。

　以上述へた家畜費，減価償却費，飼料費（野草を除く）の合計は1戸当約2－5万円である。

大きい経営に多額となつているのは当然である。この三つの費目の内，飼料費が約62％を占

め，減価償却費が約29％を，家畜費は9％にすぎない。野草を考慮に入れると飼料の地位は
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　さらに大ぎくなる。

　　〔註〕　資本利子，公租公課，自家労イカの見積労賃を含まない。前二者は計算の便宜上，労賢は純牧益

　　　　として労仇報酬の形で差引残額中に含まれる。

1剖　純牧益　養畜粗牧益から費用を差引げぱ純牧益が算出され，主として家疾労仇に対する

　報酬と考えられ，自己所有の資本の利子，土地の地代も含まれる。純牧益は1戸当約2－8万

　円であつて7・5ん10反階層の約3・9万円カミ最高，5～7・5反階層の約1・4万円が最も少い。

　　　氷41表　養牛部門純牧益　　　　　　このような純牧益を労仇時問（日数）に関連さし

粗牧益 経営費 純牧益

P 四 円

5反未満 2フ，625 8ラ128 ユ9，497

5∴フ．5反 40，300 25，740 ユ4，560

フ．5～10反 66，890 2フ，455 39；435

ユ0反以上 69，333 32，656 36，6フフ

平　　均 53，280　　‘ 25，34フ 27，933

はさらに増加するであろう。成牛ユ頭当養牛労仇に換算すると年522時問，

問であ、る。

て考察するため，まず養牛労仇時問を調ぺると矛42

表の通りである・。すなわち年聞に1戸当940時間を

要し，1戸ユ日当2．6時問を費すこととなる。耕作

規模別，養畜規模別の差異は少ない。それ故に養畜

規模が大きげれぱ労仇時問は節約になる。最も主要

な労仇は給餌と草刈の労仇である。放牧期問が100

日内外あ亭から全部舎負司であれぱこの種の労イカ時間

　　　　　　　　　　　　　　　　1頭1日当1．4時

矛42表養牛労仇時問 （単位，時間）

＼
＼ ・定時的作業 臨　時　的　作　業

年問労
＼

＼ ，給飼草刈1厩肥出 合計
仇の二

手入 小計 種付 　　1乾草刈検査等 放牧
その他 分娩 その他 小計

日当時
出役 間

5反未満 228 2フ0 25 フ0 593 ↓3 9 18 36 54 130 723 2．0

5～7．5反 357 292 61 25 735 5 37 9 38 15 104 839 2．3

フ．5－10反 36フ 360 54 108 889 15 61 42 5ユ 42 211 1，100 3．0

10反以上 303 360 103 30 796 11 92 17 6フ 3 190 986 2．7

平　　均 332 326 62 60 780 11 50 22 148 29 160 940 2．6

同上％ 35 35 7 6 83 1 6 2 5 一3 17 工00
一

　労仇時問当純牧益を算出すると矛43表の通りである。すなわち1時間当平均29－7円，1日

10時間労仇とすると約297円となる。7巧反～1町の階層ではi日当358円，1町以上の階層

では372円となつている・しかし5～7・亨反の階層はユ73円で低い。これらの差異は主として

産揮率と牝懐率に大きく左右される・産犠率が高く，牝棲率が高げれば高いほど，純牧益は

高く・労仇当g純牧益も高いであろう。牝犠率は偶然性が作用するであろうが，産犠率は親

牛の良否や飼育技術に関係しているであろう。平均の産績率はO・55であつて，普通O乃～O．7

に比して低いことが判る。牝犠率O・55はや＼高い。
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才43表・養畜労仇時間当純牧益
＼

＼ 養牛労 養畜労仇1時間当純牧益 産 牝

＼
純牧益 仇時間

平均麟韓牡憤生産 産頼なき
憤 憤

数
農家平均 農家平均

率 率

F 時間 円 円 I　p 円

5反未満 19，49フ 723 2フ．O 30．0 一 23．0 O．50 0．50

5～フ．5反 14，560 839 ユ7．3 55．7 5．3 25．5 0．5フ 0．25

7．5～10反 39，435 ユ，100 35．8 42．8 46．4 23．8 0．50 O．6フ

10反以上 36，6フフ 986 37．2 45．0 14．4 一 0．60 0．67

、平　　均 2フ，933 940 29．7 43．6 15．3 24．0 0．55 0．55

　概算による和牛工頭の飼養は投下労仇力の点（労仇雇用の点）で水田2反歩に相当し，労

仇報酬の点においてもほ父同じ位の重要性を有することとなる。

第4節林野部門
　1，林野面積　前述の如く林野面積は比較的広い。1戸当林野面積は矛44表の如く26・2反で

あつて，その85％が山林，15％が草地てある。耕作面積5反未満の階層に少く，10反以上の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階層に広い。林地は薪炭林が多く，1戸当
　　　　矛44表林野面積

林　　　　　地

薪炭林1計
原野草地 合計

用材林

仮
5反未満 2．00

。。。1。。。　　118，29　2ユ．81 　　｛0．20

5．65

5～フ．5反 3．52 3．8フ 25．68

7．5～ユ0反 6．26 フ．04 13．30 3．09 、16．39

10反以上 5．13 44．24 49．37 7。フ6 5フ．13

平　　均 4．55 17・801 22．30 3．90　　ド 26．20

17・8反であり山林面積の約80％に当る。．そ

の薪炭林は雑木林であり，ナラ，クヌギ，

カシ等が主であり，松を混じているものも

多い。用材林は1戸当4．6反であつて，夫

部分が松林であρ・】部が杉林と．なつてい．

る。草地面積は平均3．9反，主に草刈地と

なつており，若干はカヤ刈場である。また

林地に竹を混ずるものが少面積ある。松林

はI0～30年生位のものが多く，40～50年生位のものもある。

　2，禄野生産林野生産の状況は矛45表の通りである。重要な生産物は木炭と用材である。

薪その他の生産物もあるが何れも主として家計又は経営用のために消費される。用材は40～60

年の結果であり，その年牧益は少ない。製炭は調査農家15戸の内11戸が多少とも従事し，その

原木の約70％は購入によるものである。その意味では兼業であるとも見られる。年製炭量は工

戸当工71俵であつて，工O反未満耕作階層に多い。15戸の内販売用に製炭するものは9戸（60％）

であつて，内6戸は原木を購入し，1戸で多いものは644俵であるが，大体300俵．内外のものが

多い。生野草，乾草，笹葉は何れも和牛用の飼料又は敷草である。
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矛45表　林　　野　　生　　産　　物．

二薪一 毒一一
所有山 購入原 製炭言十 奄用材 （割木） （枝木） 林製炭 竹材 カヤ 生椎茸 生野草

乾草’
木製炭 笹葉

肩 東 廟 鰯 俵 疎 東 買 實 貫 貫 貫

5反未満 ｝ 一 ・ 一
ユ22 122 ■ ・ 一 4 1，035 188．

5～7．5反 2 108 82 138 68 206 5 5 296 4 2，フ66 224

フ．5～ユ0反 60 182 68
一

246 246 8 6 60 1 3，028 198

ユO反以上 50 2！フ 138 20 ｝
．20 1 一

16フ
｝

5，工8フ 142

平　　均 36 140 フ8 50 12工 ユフ1 5 4 ユフ2 2 3，106 194

　　〔註〕生野草は耕地畦酔刈草を含む。

　3，林野糧牧釜　前述の林野生産物の内経営内部仕向を除き，また用材の如き多年成長の結

果であるものは山林の年増殖価額幸見積り1年問の粗牧益を計算して氷46表を得た。この表に

よると平均豆戸当林野粗牧益は43，319円であつて，販売によるものが76％，家計消費16％，増

　　　　　　　　　　　　矛46表林　野　粗　牧　益一

林木 木　．炭 薪 竹 筍 椎　　茸
力

ヤ 杉苗 合　　　　　計

瀦1計
家計 家計

増殖額 販売 仕向 販売仕向販売謡 計
販

販売 取売
家計

売 仕向 増殖　計
円

5反未満 2，500 22，520

　
　
■
’
4
2
0
2
2
．
9
4
0
　
　
1

2，013
｝

ユ，600
一 一 一 一 一

22，520 4，033 2，500 29，053

．5～7．5反 2，650 39，ユ6ユ 1，980 41，141 2，644 240 150 960 440ユ，400 840 一
41，201 5，214 2，650 49，065

フ．5～ユO反 ユ，930 45，810 2，780 48，590 4，502
一

ユ80
■ 200 200 ・

1，40Q 4フ，210 7，662 1，930 56，802

10反以上 11，089
一

4，6ちフ 4，66フ 4，893
一 ｝ 一 ユ33 ユ33

｝ 一 一 9，693 u，089 20，782

計 4，0フ8 31，326 2，5フ6133，902 3・929 80 323 320 240 560 280 467 32，473 6，フ68 4，078 43，319

同上％ 9 72 6 フ8 8 一

］
一

1 ユ 2 1 1 75 16 9 100

殖価額9％からなる・その販売の大部分は木炭であるが・その木炭は前述の通り大部分が購入

原木により，他人所有山林の上でのものである。その他の販売は1竹材，椎茸，カヤ，杉苗等が

若干あるにすぎないヴ計消費鵬木炭が主要部分であり一増準は山林立木め成長の見績り

であるも

　木炭の生産は全林野粗牧益の78％を占めるが，その大きさを耕作規模別に見ると三0反以上の

階層に最少，7巧～10反階層に最多で，耕作規模の低下（家族労仇力の減少）と共に減少するt。

林野生産物の家計仕向額は耕作規模が大き・いほど（家族員数が大ぎいほど）大ぎくなる。木炭

においても，薪においても同様である。林木の増殖価額は山林面積の大ぎい10反以上の階層に

’特に大きい。

　4，林野労働　製炭労仇から見ると1戸当年74目（多いものは223日），製炭農家平均124日

である。製炭の多い5～7巧反，7竈5～且0反耕作階層では平均ユ00目内外である。それら労仇の
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月別配分を見ると・農閑期たる12月～5月，．ことに3月，4月に多く，ついで7月～9月であ

り，農繁期である6月，10月，11月に少い。平均1目当製炭量は2・3僕である。

　　　　　　　　　　　矛47表製炭労仇自数月別配分

1月 2月 3月 4月 5月 石月 7月 8月・ 9月 ユ0月 ユユ月 ユ2月 計 1目当
製炭

5反未満 5 2 フ
俵

一 一 5 5 5 5 一 5 5 44 2．．8

5～7．5反 10 12 13 15 工4 8 8 12 6 ＾ 3 7 108 1．9

フ。5～10反 8 11 13 15 5 ‘
！0 8 8 q 、 10 93 2．7

10反以上 一 7 ・ 一 ‘一 一 一 ｝ 一 、 一 一 7 2，9
い

平　均 6 9 10 u 7 3 フ フ 5 ユ 2 6 フ4 2．3

製炭者の

み平均
11 lL4 18 20 ユ3 6 12 工4 10 1

、3 12 124 ’

　製炭以外の林野労仇は，自己所有の山林において，自家用薪の伐採がある程度で，植林，下

刈，間伐等の造林，撫育に関する労仇は殆どない。15戸の内植林は2戸で，それぞれi反づつ

に3日を費し，下刈も2戸で計5反を延15人でやつている程度にすぎない。すなわち所有山林

の管理は充分に行われていなレ∵ようr推察できる。

　5，製巌経満　木炭の生産費の概算を試みると次の如くである。多くの製炭は前に述へた如

く原木を購入して焼いているが，その原木代は大体何俵位焼げるかを推定して売買される。．普

通材積1石から2～2・5俵位焼げる。原木代は俵当り30～40円位である。交通不便な山は製炭

及び運搬に労力を多く要するから安い。原木代俵当40円で比較的交通便利な場合の1例を掲げ

る。　　　　　　　　　　　　　　“

　木炭1俵当生産費概算は才48表の通りである。ただしこの表で労賃は1目当350円，1窯50

　　　　　　　　　　　矛48表木炭1俵当生産費概算

＼＼原木代窯償却費俵代縄代擾却曇鮭料組合費労賃合計

　　　　　　　閂
1俵当原価　　40，0　　14，5　16．0　　2．0　　3．5　2．。0　0．4　140．0　218．4

同上％　　18　　フ　　7　　ユ　　2　　ユ　　　　64　ユ00．O

俵．として約20人を要する場合であり，その20人は矛49表の如くである。道具の償却費は矛50表

　　　　　　　　　　　　矛49表　製　　炭　　労　　仇　　量

＼屡森運材木割填充点火看視鐵検査合計
　　　　　　　入
50俵当労力　　5．0　　2．5　　1．〇　　五．5　　1．5　　L5　　6．O　・0，5　　19，5

同上％　25　13　5　8　8　8　31　2100．0
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矛50表 製炭用道具類年費用

5　0’0　俵　分 ユ俵分

鰹1金矢 タキロ1斧 鋸 ヤス／1割斧
山刀 炭切鋸快切刃 秤 計 の費用

1

圃

個　数 3 2 1 1 2 1 2 1 ユ 4
＝
L

■一 ｝
円

価　額 900 200 300 600 800 36 1，200 360 180 80 600 5，256
一

年

維持年数 ユ ユO ・10 3 3 1 10 3 ユ0 ユ 10 一一 ・
円

年費用 900 20 30 200 266 36 ユ20 120 18 一80 60 1，850 3．50

のような内訳からなる。資本利予，公租公課は便宜上省略した。以上の計算で1俵当り生産費は

218円となるgしかるに平均炭価は約工90円であつて・1俵につき28円の赤字となる・炭価ユ90

円におげる1日当労仇報酬を逆算すると次式の通りとなる。

　　　　1炭価一（木炭生産費一労賃）！・、蟻畿鋳一労伽日当報酬

　　　　／1・・円一（・1…円一1・・）／・、碧、一約…円

　同様にして炭価200円の場合は310円，220円の場合は360円，240円の場合は410円等となる。

しかし1目当製炭量はこの場合2・57俵となつているが，前掲矛47表の如く耕作階層別に1・9～

2“俵，平均2・3僕の如き差異があるから，1日当労仇報酬にも差異があることとなる。

第5飾、加

矛51表加工生　産

炭俵 縄 ムシ’口 計

円

5反未満 510 一 ’i 510

5ニフ．5反
． 56 650 706

フ．5～ユ0反
一 192

一 192

ユ0反以上 ． 450 一 450

平　　均 68 ユフ3 216 45フ

工　部　門

　製炭も林産加工であるが前述した通りであ．

つて，その他の加工は殆ど見るべきものがな

い。飯売される加工産物は木炭の外に炭徒，・

縄，莚等があつて，1戸当457円に適ぎず，、

15戸の内5戸だけが販売している。ただし自

家用の縄，莚，俵等の藁加工等は，各戸でな

されているが，それらは本表に含まれていな

い。

第6節 農業経営の経済成果

　L粗牧盆　各経営部門の粗牧益の合計は矛52表に示す通りである6その合計は1戸当約23

万円であつて，7・5～10反の耕作階層に最大で約28万円，次いでヱO反以上耕作階層に約26万

円，5反未満階層は平均の約半で最小である。粗牧益の形態は家計仕向が最大で平均48％，次



　凹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　易7

いで所得的牧入（販売）が36％であり，増殖は16％である。10反以上耕作階層に粗牧益の少な

いのは耕種部門に関係なく，養畜，林野部門，ことに製炭量の少ないことに起因し，その代り

　　　　　　　　　　　矛52表農業粗牧益

＼＼’所得的差芸計仕昔門計順1罰家計品増部殖．門・計

　　　　　　　　　囚　　5反未満　　　26．791　　　49，785
実

　　5～7．5反　　　・26，54フ　　93，u2

　　7．5～10反　　　　　　56．882　　　　　114，フ98

　　10反以上　　　　フ4．402　　12ユ，063

数平均　46．262　100，154

ヤ　　5反未満
目

　　5～フ．5反’

分7．5～ユO反

　　10反以上

率平　均

22

一工3

20

29

20

41

46

40

47

43

林　野　部　門

・フ6，5フ6　　　　　　　－　　　　　　　850　　　　14，300

ユ19．659　　　　4．020　　　　　4，フ49　　　　25，060

エフ1．680　　　　5，820■　　　10．004　　　　41．960

195．465　　　　　　367　　　　　1．300　　　　39．000

146．416　　　　　3．353　　　　　5．291　　　　32，047

63

59

60

76

63

加工部門

2

2

2

ユ

2

3
ユ

2

11

工3

ユ5

1．5

ユ4

計　　（粗収益）

15．150

33．829

57，フ84

40．667

40，691

1］一2

17

20

ユ6

18

炉突家計仕向増殖’計覆得突覆一得突家計仕向1増殖合計

実・反未満・・，・…，…！・，…！・・，…

　　5～7．5反　　41，20工　5．214　2．650　49．065

　　7．5～10反　47．210　7，662　－1．930　56，802

　　ユ0反以上　　　　一　　9，693　ユ1．089　20，フ82

数・平均　32．4736．7684，0フ8143，3ユ9

百

分

率

5反未満

5～フ．5反

フ．5～10反

ユ0反以上

平　　均

19

20

16

14

3

3

3

4

3

2
ユ

1

4

2

24

24

20

8
19

510　　　49．821　　　54，668　　ユ6．800　　　12ユ　289

フ06　　　フ2．474　　103．075　　27．710　　　203，259

エ92　　110．104　　132．464　　43．890　　　286．458

450　　　フ5，219　　ユ32．056　　50．089　　　25フ，364

457　　　82，545　　ユエ2．213　　36．125　　　230，883

二
L 41

36

39

29

3δ

45

51

46

52

48

14

13

ユ5

19

16

100

100

100

100

100

後述する如く兼業による労賃牧入が多い。部門別に見ると平均ピおいて耕種部門が63％で最も

大ぎく，林野部門19％，養畜部門18％となつている。耕種部門の％は耕作階層別に見て10反以

上階層は更らに多いが，その他は大体60％内外である。勿論その大部分は米である・林野部門

は10反以上あ階層を除くと20％以上であらて，その大部分は製炭であることは前にも述ぺた。
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養畜部門は林野部門に比し若干少い程度で大差がないが，耕種部門に比し，始～垢の比重を有

し，その内容は主に和牛の濱生産等の増殖にある。すなわち生産物としては米，木炭，牛が粗

牧益の主要根源をなすであり，内米が最大の重要性をもつのである。

　2，経営費　経営費の概要は矛53表の通りである。15戸平均の経営費総額は約6・7万円であ

り，耕作階暦別に見ると粗牧益の最大であつた7・5～10反階層に約7“万円で最大，その他は耕

矛53表農業経営費
＼肥料費飼料費薬剤費種苗費韓暮原料費舞墓動力費黄馨責馨鋸

実　5反未満　　4・42フ　　3！5　130　　465　　685　4・500　1・95フ　　ー　11865　　3フ3　69工

　5～フ．5反　　6．106　6，02フ　224　　527　　686　3．506　2．038　2，5u　1，229　フ，205　620

　7．5～ユ0反　12221　8，ユ72　45フ　　918　3．175　5．180　2．001　1．401　1．889　3．782　124

繋　工0反以上　　ユ0．287　5．866　273　1争202　ユ，503　　＿　　233　2．628　　9フ3　8．125　150

円

）平均　8．7715．948299　7841，6フ93，495ユ，6541．8301．4835，33フ3フ0

百5反未満
　5～フ．5反
分
　フ．5～10反

箕10反以上
％

）平　均

ユ5

－g

ユ5

14

ユ3

1　　1

9

ユ0　　1

8

9

2

1
ユ

2

1

2　　ユ5　　　　　　＿

ユ　　　5　　　　　　4

4　　　6　　　　　　2

2　　一　　　＿　　　4

3　　　5－　　2　　3

1
ユ1

5
11　　－

8　　1L

＼套蕃建物費労賃小作料組合費租税籍雑費合計現纂支出，減価奈却

実　5反未満　　1・185　5・5フ4　1・300　　－1・140　2・080　900　2・0フ5　29・662　23・フ15　5・94フ

　5～フ．5反　　　g，920　14．386　　　　310　　　170　ユ，706　　4，340　　＾390　　5，3ユ3　　67．215　　42．297　　24，9ユ8

　7．5～10反　6．20316．722　3．585　302．081　5．568　　29　5．486　79，0フ0　58，フ02　20，368

葵10反以上　8，フ4021．043　650　　ユ02．248　5，437　　＿　5，682　フ5．051　43．360　3ユ，69工

円

）平均7，280ユき，3221．60269ユ，8654．6672605．01367う72645．50022，226

分

率

％

5反未満　　　4　　19　　　4’

5～フ．5反　　　ユ5　　21　　－

7．5～10反　　　8　　21　　5

ユ0反以上　　　12　　28　　　ユ

平　均　　1ユ　　23　　2

4

3

3

3

3

フ

6
フ

7
フ

100

ユ00

ユ00

100

100

80

63

74

58

6フ

20

3フ

26

42

33

作規模の小さいほど経営費は少い。その経営費は約雅が所得的支出（購入）で，始が減価償却

費である。費目別に見ると最も大きいものから建物費23％，肥料費工3％，大家畜費u％，飼料

ト．・
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費9％，犬農具費8％，租税，雑費各7％，原料費5％奪が主要なもので，その他は何れも3

％以下である。以上主要費目の内建物費，犬家畜費，大農具費は主として減価償却費である。

現金支出として大ぎい地位を占めるのはそれら減価償却費目を除いた肥料費，飼料費，租税，

雑費，原料（原木代）費となる。肥料費は大ぎい耕作階層では1万円を超すが，平均約8，800円

であり。飼料費は平均約6，000円であるρ

　3・経営穐牧盆上述の粗牧益から経営費を差引　　　矛54表経営純牧益’

くと純牧益が算出されるが，15戸平均純牧益は約ユ6

万円でありて多7巧～ユO反階層の約2ユ万円が最大，

次いでヱ0反以上階層の約工8万円，さらに5～7．5反

階層の約14万円，．5反未満階層の約9万円である。

大体粗牧益，経営費の順位ξ同様である。

　4，嚢業純牧盆　15戸平均兼業純牧益は約5．6万

円であり，経営純牧益の約始に当る多額を占め，養

∴＼ 粗収益 経営費 純収益
四

5反未満 121，289 29，662 9ユ，627

5～フ．5反 203，259 67，215 136，045

フ．5～10反 286，458 フ9，0フ0 20フ，388

ユ0反以上 25フ，364 75，05ユ ヱ82，3ユ2

平　　均 230，883 6フ，726 ユ63，ユ57

畜，林野粗牧益よりも大ぎい。この純牧益を耕作階層別に見ると，経営純牧益の最大であつた

7．5～10反階層に最小であつて，その他は大き’い耕作規模の階層ほど多くなつている。それは

家族労仇力の関係であると考えられる。兼業粗牧益の種類を見ると平均で多額を占めるのは林

矛55表’農業外牧益、
農業労 林業労 土木工事 馬力 俸給 財産利 被贈
仇被雇 仇被雇 労仇被雇 搬運業 手当 用収入 収入

雑収へ 計 失費 純収益

5反未満
円
i 40，688 11，025

一 一 一 698 2，500 54，911 1，800 53，1u

5～フ．5反 3，470 15，ユ83 2ユ，440 1，800 5，032 9，ユ60 ユ，546 5，646 63，2フフ フ60 62，51フ

7．5～10反
一

9，600 2，152 ユ，660 9，工60
一 一

12，800 35，372
■

35，3？2

10反以上 1，533 30，300 33，82フ 1争000 3．38フ フ，378 806 1，834 80，065
’

80，065

平　　均 1，463 19，746 16，099 1，353 5，408 4，529 770 6，849 56，21フ 494 55，724
㌧

業労仇，土木工事の労賃牧入であり，次いで雑牧入，俸給手当，財産利用牧入である。林業労

仇は林木の伐採，運材，木挽等であつて請負が多く，1日当労賃も最高である。土木工事は災

害復旧の河川堰堤工事，砂防工事，林道の改修工事等である。

　5，農家所得　農業経営純牧益（農業所得）と兼業純牧益（兼業所得）を合計した農家所得

ぽ矛56表に示す通りである。平均約22万円であつて，耕作規模階層別に見ると，大ぎい階層ほ

ど大ぎい。ただ農業経営と兼業に重点のおき方，．労力配分の仕方が異なるのである。それは耕

作規模と必然的関連性があるとは考えられない。農業経営も兼業も何れも農家経済にとつて所

得源であり，その間に区別が判然とせず，所得のえやすい所に重点をおぎ、労仇力を多く配分
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しているものと解せられる。製炭は購入原木である

限り兼業に入れた方が適当であるかも知れないし，

さらに農業経営と兼業の区別をとることも一つの見

方である。その意味で矛57表の如き粗牧益の部門別．

構成表を作成した。

　部門別に粗牧益の構成を見ると平均で耕種51％，

兼業20％多林野15％，養畜14％である。耕種の占め

る％は耕作規模が大きい階層ほど大ぎい。林野と兼

業の合計％は平均35％であるが，大　　　　　　矛57表

体耕作規模の小さい階層ほど大き

い。労仇力の余剰を耕作外に出す必

要は小規模耕作階層に大きいと考え

てよい。．林野蔀門は製炭が大部号で

あり，製炭は兼業と考える方が適当

であることを示している。養畜は15

戸平均はユ4％であるが，7・5～10反

矛56表一農家所得

農業所得 兼業所得 農家所得

円

5反未満 91，627 53，111 工44，738

5｝7．5反 136，045 62，517 198，562

フ．5～10反 20フ，388 35，372 242，760

10反以上 182ヨ312 80，065 262，3フ7

平　　均 163，ユ5フ 55，フ24 218，881

粗牧益の部門別構成

耕種 養畜 林野 加工1兼業林野兼
業合計

計

％

5反未満 44 9 ユ7

■ 30 47 100

5～7．5反 45 13 18 ■ 24 42 100

I7．5～10反 53 ユ8 18 ■ 11 29 100

10反以上 58 12 6 ■ 24 30 100

平　　均 5ユ 14 15 一
2
0
ド

35 100

階層に18％で最も高く・次いで5～7・5反階層の13％・1ρ反阜上階層の工2％・最も低いのが5

反未満の9％で奉る。大体耕作規模が大きいほど養畜粗牧益は大きいが，10反以上耕作階層は

耕種部門に重点をおき，兼業も大きく，養畜部門の此重が少い。その養畜部門の小さいのは養

牛ではなく，難，その他が少いのである。現在の技術段階と経営面積の広いことが経営多角化

を妨げているとも見られる。

　さらに粗牧益を主要な小部門別に見るため，稲作，養牛，製炭，賃労仇をぬきだし，その残

余をその他として百分率を出して見ると矛58表の通りである。農業経営内におげる稲作，養牛

は何れも大体耕作規模の大きい階層ほど大きい。しかし兼業的色彩の濃い製炭と兼業の賃労仇

　　　　　　　　　　　　矛58表粗牧益の小部門別構成

＼
＼ 農業経営 兼　　　業 経営，

＼
兼業の 計

稲作 養牛 計 製炭 賃労仇 計 その他

％

5反未満 40 8 48 13 29 42 ユ0 100

5～7．5反 30 9 48 16 ユ7 33 19 100

7．5～10反 4フ ユ3 60 15 7 22 18 100

ユ0反以上 50 ユ2 62 ユ 21 22 16 100

平　均 45 1↓ 56 ユ2 15 2フ 1フ 100
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の計を見ると反対に耕作規模の小さい階層ほど大ぎい。これは当然のことで説明を要しない。

ただ製炭の兼業的性格がいよいよ明かとなつたと考えるだげである。

　6，農家経濟余剰　家計費は平均22万円，大体家族員数一耕作規模に正比例的であり，家族

ユ人当3・3万円内外である。家計費の現金支出と現物消費の割合は大体半々である。

農家所得から家計費を差引くと農　　　　　　　矛59表　農家経済余剰

家経済余剰がでるが，15戸平均で赤

字4，462円であり，耕作階層別に見

ると5反未満階層のみ黒字1・5万円

で，他の階層は何れも赤字である。

しかし実際には農家自身は赤字を意

識していないかも知れない。それは．

建物，大家畜，大農具等の減価償却

費が農家自身で計算せず，現金牧支．

家　　計　　費・
農家所得

農家経

＼
家計支出 家計仕受 家計費 済余剰

円 （十）

5反未満 ユ44，フ38 74，486 54，66フ 129，153 ユ5，585

（r）
5～7，5反 198，562 99，995 103，075 203，0フ0 4，508

（一）

フ．5～10反 242，フ60 121，695 132，464 254，159 11，399
（一）

10反以上 262，3フフ ユ36，508 132，056 268，564 6，ユ8フ

（一）

平　　均 218，881 111，工29 112，213 223，343 4，462

だげで考えるからである。これらの減価償却費は平均2万円を超しているから，これを見なげ

れば赤字も現在では苦痛でないかも知れないし，この赤字が農家経済を圧迫しているとは考え

られない。それよりも農家所得の大さ，家計費の大さが問題である。
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第3章着干の分析と緒言

　一，経営規模と嚢家所鴛

　農家粗所得と農家所得は耕作面積階層別に大きい階層惟ど大ぎくなろ。粗所得と純所得は後

でも見る如く，大体同じ傾向にあるが，それは純所得の粗所得に対する割合は，約76φであつ

て，階層別に大差がないからである。耕地面積が広い場合に所得が増大するのは，当然であつ

て，耕種粗所得が経営粗所得の最大部分を占め，反当生産量において階層別に大差がないから

である。また農家所得は家族労仇力の労仇，所有の土地や資本財の用役に対する報酬，就中家

族労仇力の労仇報酬と考えられ，耕作規模が大きいほど家族労仇力も，所有土地面積も，資本

．財価額も大であるから，ことに家族労仇力による労仇目数も多いだろうから所得の多いのは当

然である。これらの状態は前に述ぺたが，さらに要約して掲げると矛60表，矛2図の通りであ

る。

　　　　　　　　　　　　矛60表　耕作規模階層別粗所得と純所得

＼． 農業経営からの粗所得 兼’業 農象 農　家
純

所粗
耕地 家族

耕種 養畜 林野 加工 計 粗所得 粗所得 純所得 得所
得

面積 労仇力

ρ ％ 厘 入

5反未満 76，5フ6 15，150 29，053 510 ユ21，289 54，911 ユ76∵200 ユ44，738 §2 4．23 L8
5～フ．5反 u9，659 33，829 49，065 フ06 203，259 63，277 266，536 一ユ98，562 75 6．81 2．8

フ．5～ユO反 1フユ，680 57，784 56，802 192 286，458 35，372 32ユ，830 242，760 76 8．96 2．7

10厚以上 195，465 40，66フ 20，フ82 450 257，364 80，065 33フ，429 262，3フフ 78 11．98 3．4

平　　埼 146，416 40，691 433工9　、

457 230，883 56，21フ 28フ，100 218，881 76 8．22 2．8

矛2図　耕作規模別1戸当粗所得，耕地面積労仇力比較刈
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農家所得は上述の女叫く耕作規模の大

きい経営に大ぎいが，その粗所得の

部門別構成を見ると複雑である。耕

種粗所得は，大部分が水稲に依存す

るのであるが，当然耕作規模の大き

い階層ほど大ぎくなる一定傾向をも

つ。しかし養畜，．林野，加工，兼業　　　　機

のそれぞれ粗所得は必ずしも一定傾

向を毛たない。耕種粗所得を除いた

農家粗所得は5反未満階層を除くと

大体工4～15万円であつて，結局耕作

規模階層別の粗所得差異は主として
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耕種粗所得に原因している。

　上述の如く農家所得は耕作規模が大きい程大きいが，これを調査農家15戸について見るξ矛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾3図の如くである。その分布は拡がつ
　　　　　矛3図　農家粗所得と耕作面積
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家族・労・働カ

個　　脾．一

て惇いるが，大体回帰線に沿い，回帰

線は，上向している。農家粗所得と耕

作面積の相関係数はO珊であつて，密

接な相関を認めることがでぎる。回帰

線から大き一く離れそいるNα9は耕種’

の生産が低いのみならず，耕種以外の

粗所得が僅少である。日帰線よg下方

の分布は粗所得が耕作面積の割には少

いことを示し，上方は多いことを示

す。No・10，11は粗所得が比較的多い

が，その内NりOは稲作反牧が特に多。

く，かつ製炭が多く，No．11は養畜，

木炭，兼業の粗牧益が多い。

　前にも述べたが耕作面積の大ぎい経

営は家族労仇力も多いのであるが多そ

の関係を調査農家15戸について見ると矛4図の

如くである。大体回帰線は上向を示し，耕作規

模が大きいほど家族労仇力は，大き’くなつてい

る。しかし，その分布は広く，相関係数も従つ

てO．45であつて梢低い。耕作面積は変更カ三諸種

の事情で困難であつて，固宰性をもち，家族労

仇力を耕作面積に合せて調節する傾向があり，

又反対に家族労仇力に適合した耕地面積の確保

に努カも払われるから，その両者は正比例的に

相関するのである。しかし両者の調節が諸種の

事情で困難な所に相関度の低い原因があること

は当然である。

　耕作面積の大きい経営は粗所得（従つて所得

も）が多い。それは耕作面積の広いことが原因

であるが，なお重要なことは家族労仇力が多いからである。所得は大部分は家族労仇力の労仇
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報酬と考えられる点からしても当然である∵調

査農家ユ5戸の農家粗所得と家族労仇力数との関

係は矛5図の通りである。各戸の分布は多く回

帰線に沿つており，回帰線は上向して，家族労

布力が多いほど農家粗所得は多くなつている。

相関係数は〇二70であつて高く，前述の農家粗所

得と耕作面積の相関係数O．62土り高いことは注

目に値する。耕地も重要な所得源であるが，農

家粗所得は耕地の外に畜産，製炭，兼業等の他

の所得部門成あり，緒局は労仇の成果であるか

ら，家族労仇力の多少が農家粗所得に大きく相

関する亨とは一当然である。労仇力1人当の所得

・に大差がないことを意味すると共に，回帰線か’

ら離れた分布は労仇力1人当の所得の差異，能

力や勤勉さの差異を示すものと考えられる。

　2，労働力一人当農家所得

　農家所得は，家族労仇力が多い場合に大きい
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が，そのような1経営は生活費も多くか∫るから生活程度の高さや，経済余剰の大さを意味しな

い。結局，琴族労仇力1人当の所得こ毛重要であり，その多い場合にこそ生活程度の向上や経岸

済余剰の増大による生活の安定，拡張再生産の可能性が生れる。その意昧において家族労仇力

1人当所得こそ所得経済の合理性判断に関する重要な指標となる。

　耕作面積階層別に家族労仇力1人当（能力換算）所得を見ると矛61表，氷6図の如くである。

．粗所得の多いのは1τ5～10反の階層であつて1人当約ユ2万・卒いで10反以上・5反未満で5～

715反階層は約9巧万円で最低である。1人当所得も大体粗所得の傾向と同様であり，1人当約

7㌧g万円であるが，階層別順位に　　　　矛6ユ表労仇力1人当所得

ついてはiO反以上階層が5反未満階

暦より少くなつている点は畢なる。

以上の如く耕作規模階層と1人当所

得との関係は明瞭な関係が現れな

い。又耕作規模別に家族労仇力1人

当耕作面積を算出し，それど1人当

訴得を対比しても明瞭な傾向は現れ

農業経営 兼　業 農　家 農　家 耕地
粗所得 粗所得 粗所得 純所得 面積

円 反

5反未満 67，383 30，506 9フ，889 80，410 2．35

5～フ．5反 72，592 22，599 95，191 フ0，915 2．43

フ．5～ユ0反 106，096 13，101 119，19フ 89，911 3．32

ユ0反以上 75，695 23，548 99，243 フ7，170 3．52

平　　均 82，458 20，0フ8 102，536 フ8，172 2．94
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ない。その原因は農家所得が耕地に

依存するのは平均で約50％位で，他

に養畜，製炭，兼業等の耕地と無関

保に所得カ、あげられるからであり，

とくに小さい経営でその点が大きい

ふらであろう。

　次に以上の如き耕作階層別を外し

て，15戸の佃別の傾向を見ると矛62

表，一矛7図の如くである。すなわち

家族労仇力1人当農家所得は，最高

．N叫12の工3g1886円か’ら，最低Nα7一

の47，689円と大差が生ずる。又家族

．労仇力1人当農家粗所得は最高No・12

所㍗

得・

金

顧

矛6図 耕作規模別労仇力1人当粗
所得，純所得，耕作面積

♂問

荘

霞
業
基

営I

鷺
箆

服堆75へ脈 享～715反　5瓦秦溝

．報’

　　耕
諏雌

〕2反面

の王82・256甲から・最低No・7？67・067円であり・．家捧労仲力1人当の農家所得と農家粗所得は

犬体同じような傾向にある。

　次に両者の関係を見ると矛8図の如くである。各戸の分布は回帰線に接近しており，従つて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相関係数もO－98で極め七密接な関係
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りX軸午偏るのは当然である。この

ような密接な関係のために労仇1人

当の農家所得の代りに農家粗所得が

用いられる場合があることを断つて・

おく。．

　労仇力1人当粗所得の部門別構成

を各戸に比較して見ると前掲矛7図

に示す如く一定の明瞭な傾向は認め．

難い。1人当耕種粗所得は大体1人

当粗所得が大き・いほど多いが，必ず

しも規則的な傾拘ではない。まして

養畜，林産，兼業等の1人当粗所得

はより以上に一定の傾向を認めるこ

とは出来ない。すなわち所得経済全

体としての所得合計が，重要であつ．
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て，各戸が同じ比率の部

門別粗牧益からなつてい

るのではない。養畜粗所

得の少ないのを林産や兼

業で補い，養畜や林産の

少ないのを兼業で補い，

林産が多くて養畜や兼業

が少い等，’毛の構成比率

．は区々である。ただ耕種

粗所得の不足を養畜，林

産，兼業の合計で補い二

粗所得全体の増大を図つ

ている如くである。これ

らは経営者の個人的な事

情，土地所有関係，資本

多

　　怜

労
　　四
働
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又
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矛8図 家族労仇力1人当組所得と工人当純訴得
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所有の多少，技術や能力，すき好み等によつて決定されるものと考えられる。

　3，家族労働力1人当農家所得大小の原因

　家族労仇力1人当農家所得は各戸に大ぎい差異が存するが，その原因は種々考えられるが，

それらにつき若干の分析を試みる。　　　　　矛9図　家族労仇力1人当の粗所得と耕作面積

11〕労仇力1人当の耕作面積との関係　家族労　　　　茅

’伽カエ人当の粗所得と耕作面積との関係は矛

9図の如くである。すなわち相関係数はO棚

であつて，その回帰線は上向しており㌧家族

労仇力1人当耕作面積が多いほどノ労仇力1

人当粗所得は大きくなる傾向を認めることが

出来る・1人当耕作面積苧広け枠ば充分耕地

で仇くことが出未㌧能率的であり，耕地の家

族労仇力の雇用力は大ぎく，労仇日数も多く

なり，過度の労力集約も避げられるので1人

当耕種粗所得，ひいては農家粗所得を大なら

しめるものと考えられる。回帰線から最も遠

く離れるのはNo．9でありノ1人当耕地面積

は広いが，1人当粗所得が僅少である。その
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　原因は息子夫婦を県外の工場に出す老夫婦の経営で，土地条件も悪く，技術も低く，生産性

　が著しく低い。その上に養畜，林野，兼業の粗所得が少い。概して回帰線より耳軸に近く分

　布する農家は耕種粗所得の比率が大きく，養畜，林産，兼業の比率が比較的少なく，回帰線

　よIりY軸に偏つて分布する農家はその反対の傾向の農家である二全体的に相関は認められる

　が・その度の低いのは粗所得の構成が耕種部門は杓半分を占めるだげで・耕地甲積と殆占関

　係がない養畜，林産、兼業が重要部分を占めているからである。特に耕作面積の少ない農家

　にそれらの重要性が加重されているからである。耕種部門の重要性が大きくなるほどこの相

　関関係は，大となるであろう。それは兎も角，労仇力1人当耕地面積は或る限度まで広いほ

　ど・労仇力1人当農家所得宇大にする傾向は見逃せない。

12ド耕地反当耕種粗所得との関係　耕地反当耕種粗所得は耕種部門の内稲作が圧倒的に大きい

　から，稲作の反当牧量とほぼ同じ意1　　　矛且O図　家族労仇力1人当農家所得・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と耕地反当耕種粗所得
　味をもつ。家族労仇力i人当農家所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岳

　得と耕地冥当耕種粗所得との関係を

見ると矛10図の如くであつて’相関家

係数はO・31であり・あまり相関関係族　　　　12
は認められない。米の反牌の高いこ労帖　　　乱

とはたしかに稲作労仇の生離や牧働12　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　　⑧・

雛を高め・労仇当所得を増大する天1。　　　㌧
　傾向は僅かながら認められるが，そ　当　　　　　　　　　　、3彩2

れが労仇当所得に影響す肌反農・　1、茅、

牧のほかに稲作面積の多少1養畜・家6　　　1⑧3　剛⑰
、林産，兼業等の他の所得部門があつ所　　　　　、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　得今
　て，それらの地位が大ぎげれぱ1米
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象：7㈱十⑰．59脈
　反牧の高いことカ干農家所得に影響す　　　　2　　　　　（箪位朋）

るよりも強大に作用するからに外な・琶　ドα引
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
らない。　　　　　　　　⑪㈹・51⑰15・・25ユ・

㈹家族労仇力数との関係家族労仇　　　薪地酷耕種粗惨養

力数と労仇力1人当農家所得との関俸は，矛h図が示す通りである。相関係数はHO－45であ・

つて夕その度合は低いが，家族労仇力が多くなれぱ多くなる程，その1人当農家所得は減少

する傾向が認められる。このことは労イカカ1人当耕作面積が広いほど1人当所得が大き、くな

る傾向の反面であるとも云える。ナなわち家族労仇力の多いことはその1人当耕作面積を減

少するからである。労仇力の多いことは1経営の所得を多くするが，1人当所得を減少する

傾向となる。経営規模は　般に小さいから，家族労仇力が少し増大すると完全雇用が困難と
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　なり，充分r仇げなくなるのではないだろう

　か。すなわち労仇力が過剰で，半失業的労仇

　力を保有し，限界生産力が低くなつているこ

　とを意味してはいないだろうか。しかし他方

　家族労仇力の多いことは家族員数を大にし，

　家計費の節約に役立ち，所得減少の1都をカ

　バーしているとも考えられる。

　4，農家所得と部門別粗所碍との關係

　農家所得とそれを構成する部門別所得との関

係を見ると次の如くである。すなわち農家所得

と最も密接な相関のあるのは耕種粗所得であつ

て，その分布は回帰線から余り離れない。した

がづて相関係数ちO．84であつて密接である（矛

12図参照）。次いで農家所得と相関の多い部門

は林野粗所得と兼業粗所得の合計である。林野

矛11図　家族労仇力豆人当農家
　　　　研得と家族労仇力　．
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　　枠
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粗所得の大部分は他人の山林を焼く製炭であるから兼業の1種であり，炭焼をやらないでその

代り運材，伐採等に旋事するものもあるから，、それらの個々の粗所得は相関が少ないがフ両者

の合計は矛13図の如・くである。その相関係数はO棚であり，その分布もやや拡がる。農家所得

と養畜粗所得との相関は矛14図の如く，さらに分布停拡がり，係数はO・55となる。このような

三者の相関の差異は農家粗所得中に占める耕種部門，林野及び兼業部門，養畜部門の各粗所得

の占める割合の大小と大体同様であつて，当然のことと云えば当然のことである。

刺2図　農家所得と耕種粗所得 矛13図
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　さらに家族労仇カエ人当農家所得と，部門別粗所得の家族労仇力1人当との関係を上例の如

く見ると矛15図乃至矛17図の如くであつて，その結果は同様の傾向となる。やはり労仇力1人

苧耕種粗所得は同1人当農家所得と最も大きい相関を示し・O・85である・しかし・向1木当林

野，兼業粗所得と同1人当養畜粗所得ρ同i人当農家所得に対する相関は，・何れも0・59であつ

て，耕種部門より低い。

刺5図　労仇力1人当農家
　　　　所得と労仇力1人
　　　　当耕種粗所得

矛16図　労仇力1人当農家所　　刺7図　労仇力1人当
　　　　得と労仇力1人当林　　　　農家所得と労仇力
　　　　野，兼業粗所得　　　　　　工人当養畜粗所得

　　　碁　　　　　　　　　　　　捗　　　　　　　　　歩

　　枠　　　　　　　狙　　お　　ψ　1l・一
労　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5‘・働わ　　　　　　　　5㎏、・　　　　　　　　　　　・　　　’働12　　　8

差、。　、、　1少　1■　麦，。　、，、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

1鴛榊ポ1鴛1＋㎞ゴ1害1∵榊
　　　1㈱・・’り・0募㌫当㌶締て　・（洲）・〕・
　　　　労働カベ当挑粗所得　　■　　　　　労鮒当養畜糊り

　5，牧盆の高い経営

　労仇方1人当睡家所得の高い経営はどんな経営であろラか。皿以上の分梼から次のような経営

は牧益が高いと云うことができる。

ω　労仇力1人当耕地面積の大きい経営　労仇力1人当耕地面積の広いことは経営規模が大ぎ

　いことと・経営規模の割合午家族労仇力が少い経営であるらそのようr1人当耕地面積が広

　いと，年間を通じて充分仲ける雇用力が確保されて労仇日数を多くし，過度集約の弊から免’

　れ七限界生産力が高くなるからである。それほどに土地が狭く，雇用力を持つ資源が不足し

　ているのである。

12）稲作反牧の大きい経営　稲作が耕種の大部分を占申，耕種粗所得が農家粗所得の半以上を

　占める場合，、稲作労仇の牧益性は労仇力1人当農家所得の大小に大きい影響力を．もつのは当

然である。反当労仇量や施肥量に大差のない限り稲作反牧の多いことは稲作労仇牧益力を大

　きくする。それはひいて耕種反当粗所得や労仇力1人当耕種所得を大にし，さらに労仇1人

　当農家所得を大きくする。稲作反当牧量の多い経営は稲作技術と耕地の肥沃度に最も大きく

左右ざれる。この村において稲作反牧の差は大きいが，高い反牧は熱心な稲作技術の研究と
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　比較的広い谷間で乾田になり，土壌’も良く・日照も良好な田をもつ経営で牽り，反嫁あ低い

　経営は稲作の技術が低いこと牛・田が山蔭や谷間の牢い所にあり・役牛も入り得ないような

　湿田で耕地の条件が悪い場合である。

㈹　養畜粗所得の大きい経営　養畜部門の農業経営又は農家所得経済におげる地位は，耕種部

　門に比し小さいが，それでも平均10％内外，最高約30％を占め，重要な構成部分である。そ

　れ故に養畜粗所得の大きいことは農家所得の拡大に貢献する。養畜部門の大部分は養牛であ

　り，その養牛粗所得は産棲の有無，産棲率，棲の性別に大きく影響され，＾さらに育成期にあ

　る犠の増殖の大小に関係する。牝の犠が多く生れ，それらが質量共に成長が大きい場合と最

　も好都合である。それは優れた母牛と養畜技術の優れていることが必要だが，犠の性別は現

　在の軍階では偶然の結果のようである・．

ω　兼業所得の大ぎい経営　この村では農業専業は少く，大部分の農家は製炭，伐採，運材，

　土木工事等の兼業に従事する。その所得の農家所得におげる重要性は大きい経営に小さく，

　小さい経営に大きいが，その絶対額には大差はない。過小経営では耕種同等又はそれ以上の

　重要性をもつ。それ故に労仇カユ人当兼薬所得の大ぎいことが労仇力1人当農家所得の増大

　に重要な意味をもつのである。製炭が農家の余剰労仇力を換価し，ま牟製炭の代りに伐採や

運材等の林業労切に・土本工事に出る等労賃牧入を多くすることが農家所得を大きくするの

である・耕種や琴畜が家族労仇力の牟分な雇用力をち？だげの大さを持たないあであるで

　　以上の如き諸条件をなるぺく多く満す経営ほど1人当所得を大きくし，’欠げる条件が多い

　ほど牧益性は小さくなる，のは当然である。15戸の調査農家で以上のことを個別に見ると矛63I

表の如くである。労仇カエ人当農家所得の大きい順に配列した各個劫経営において，上述の

諾条件がどのように満さ才し，満されていないかを図解した。上位の所得の多い経営は満され

た条件が多く，下位の所得の少い経営ほど満されない恵条件が多い。それらの総合結果が所

得順位となつたので率る・トかし下位にある経営もL2の好条件をもつセいるが，他の悪

条件のためにうち消されてしまう。例へぱ15位のNo・7は稲作の反当牧量は高く，林野，兼業

粗所得は多いが，耕地面積の割合に労仇力が多すぎて1人当の耕種，養畜粗所得が少なくて

最低位にある。玉4位の軌gは家族労仇力が少く，1人当耕種粗所得は反当稲作牧量が低い

にも拘らず高いが，林野，兼業粗所得が僅少であり，養畜粗所得も多くないから全体として

低い1人当所得となる。ユ3位のNoユ0は稲作反牧は最も高く，製炭量も最も多いが，家族労

仇力が多く，ヱ人当耕種，養畜粗所得は低くなり、1人当農家所得は少，くなつている如くで

ある。しかるに上位にある経営は好条件余揃い，工，2の中位条件を混じるだげであつて，

　工人当農家所得幸大き一くしている。

　以上は戸別の傾向下あるが・耕作規模階層別の農家所得の大小は前述の如く。犬ぎい耕作
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規模階層に農家所得は大ぎい。大ぎい耕作規模階層において土地面積が広く，家族労仇力も

多く，延労仇日数も多いからである。

　　　　　　矛63表　個別経営の1人当農家所得とその諸条件
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　6，結　　　言

　島根県山間農村の代表的農業経営形態の事例として三瓶山麓の佐比売村字多根の農業経営を

調査し，・その実態を究明し，若干あ分析を試みた。、その間において気のついた諸問題；将来改

善されなげれぱならないと考えられる点を2，3列挙して結言にかえたいと思う。

（且）耕種関係

1a1水田中心，稲作偏重の耕種であること　この形は島根県農業の特徴の一つであるが，こ

　こに問題がある・水田単作峠労仇力の季節的配分を悪くし・土地利用が不充分であるふら

　セある。現在の水稲作はそのままとしておいて，その上に裏作の増加と畑作の集約化によ

　つてその欠点は緩和の可能性がある。現在の畑作は，自給食糧生産に充てられ，反牧も少

嚢　く，粗放的である。これを集約化して反牧一を高める余地は存すると信ずる。商晶作物や飼

　・料作物の導入によつて牧益増大に役立たせることも可能である。裏作の増加は田の灌排水

　諸施設を要するが，土地利用の高度化，雇用力の増大に必要である。既に好条件に恵まれ
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　　た水田は裏作が増加しつ工ある。その拡大が要求される裏作には何が作らるべぎであろう

　　か。それは適作物であれは1何でもよいが，家畜飼料を考慮に入れた麦作や緑肥，青刈飼料

　　作が重要視されねぱな亭ない。

　lb1水稲作の反牧が個別間に差が大きいこと　水稲作反牧は多い経営で8俵を超しているの

　　に・低い経営ではその半分に過ぎない・その差は耕地の自然的条件Fもよるがiまた耕作

　　技術，ことに育苗，施肥等の管理技術にあるであろう。低い技術段階にある経営の技術水

　　準を高める必要が指摘されねぱならない。前述の如く一般に施肥量も薬剤消費量も少く，

　　資本的に粗放であり，労力め一みが沢山費されている現状である。耕作技術を高め，資本的

　　に集約化し，耕地条件の整備と相まつて畜力機械化の徹底化を通じて労力粗放化が今後の

　　向うべき方向であろう。

　lC1水田土地改良の必要　上述の水田異作の増加，水稲作反牧の増加，労力的粗放化，資本

　　的集約化の方向には水田の土地改良が必要である。灌排水が充分でき・ないと裏作も可能に：

　　ならないし，深い湿田で畜力が入らな．い田に畜力利用を進めることも困難だし，漏水のた

　　め耕起や代掻ぎを何回もやり，多くの労力を必要とするザノレ田も床締その他の改善がな1さ

　　れないと労力粗放化も不可能である。灌排水施設の完備や床締等が必要な所以であり，出

　　未れば田区劃の整理や拡大化も望ましい。根本的な耕地条件の整傭は一挙には出未ないか

　　ら，計画的に，長期計画で順次実施するより外ないであろう。

（2）養畜関係
　1a1養畜部門は和牛飼養に偏つていること　和牛の生産は，現在の犠価格が高いから有利で

　　ある。ことに三瓶山麓に拡がる広大な放牧場，その他草生の多い環境からしてなおさらで

　　ある・それ故に和牛飼養は増加こそ望ましい？下亭つて・減少の要はない・しかト農業経

　　営の副産物の利用や家族労仇力の利用上，さらに動物質蛋白の家計仕向の必要上，中小家一

　　畜の飼養を併芦ることが必要で圭る・しかし！現在は岬以上の鵜緬羊飼養は1・戸の

　　内工、，2戸に埠ぎず，山羊飼養はようやく3分の1の農家である。か入る和牛飼養の偏りを’

　　是正し，上述の目的達成のために10羽内外の養難，山羊や緬羊の飼養を併せることが要望

　　される。’

lb1養牛の産棲率が低いこと　各経営の養畜粗所得の犬小は産犠の有無，多少が最も大ぎく

　　影響している。養畜所得を増大するには産犠率を高めねぱならない。この調査では55％の

　　実績となづているが，60～70％が普通とされているから，なお改善の余地があろう・技術

　　的干何処に欠陥があるか午指摘でぎないカ予問題の所在だげをこ上に掲げておく。

lC）飼料資源確保の努力が少いこと　草食家畜の生産費低下は野草の利用にまたねぱならな

　　い。野草は放牧地，採草地，田畑畦畔，道路や河川の岸，堤塘等から採られるが・それら

　　の草生の増産，改良に対しての努力が足らないように感ぜられる。草種の改良，障害物の
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　　除去，施肥，灌澱牧草栽培，・肥飼料木の導入，庇陰樹の植栽等の草生改良，増産が必要で

　　あつて，それによつて採草労仇力の飾約，養畜規模の増大が可能となる。ことに放牧地の

　　草生は掠奪的利用によつて悪化して放牧牧容力を低下してぎている。それ故に放牧地の草

　　生改良は急務である。

　ω　養畜規模拡大の必要　現在の耕種，養畜だげでは家族労仇力の充分な雇用力をもたない

　　ことを既に明かにした。その雇用力の増大については耕種部門におげる二毛作の増大や集

　　約化による土地利用の高度化ど共に養畜規模の拡大が必要であると思う。前述の如く和牛

　　1頭の増加は水田2反歩の増加に匹敵する・耕地の増大は困難であるが，．牛の増加は最も

　　容易で実現性がある。草生の改良や裏作の飼料生産等を考慮に入れて養牛の拡大が経営生

　　産力の高度化，牧益の増大に最も効果的であると考えられる。和牛飼養による棲生産の増

　　加と共に，厩肥の生産増加による耕種生産の増加が可能となるからである。このような和

　　牛の増加のためには協同組合等による家畜購入資金等の供給や，組合有家畜の貸与制の如

　　き小農にも家畜が飼える施設が必要であろう。

（3）林野関係
　　現在の撃炭は有利である。できるならぱ余剰労イカカによる継続が望ましい。・問題は森林資

　源澗渇のおそれがあることである。既に毎年，年成長量を超過して森林を伐採し至近い将来

　に伐るぺき林がなくな局危険がある亡とである・かかる状態においては伐採の制限と樟林，

そg他造林によつて年成長量を多／すざ必要が生ずる・しカ平現在それちの対策は・充争

　講ぜられていない。調査農率におげ予植林・下刈・間伐・その他造林撫育の労仇が少なかつ

　た・森林の所有は偏つているが，それでも各農家は林地牟平均2町歩所有している。林業技㌔

　術の普及を図り，樹種の選択，植林，下刈，問伐その他造林の諸管理を充分行つて，林地利

　用を集約化し・その生産力をgぱさねぱならないであろう・また三観楮、．淀桐，胡概，粟

　等の特用碑の植栽・増殖も有利であラうがジ相当集団性がなげれぱ商晶化が困難だから協同’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薪　的な実施が必要である。　　　　　　　　　　　　　1
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〔附〕　　月　旬　別’主　要　作　業一

稲■工 麦
、奈豆

嚢薬
撞

甘
藷 嚢葦 製

炭

孝
て
票
竺

土林1妻釘

1月

上
旬
中
旬
下
旬

施
兜
踏
』
厘
・

牽
定 賃
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上
旬
申
旬
下
旬

肥
中

製 労

2月

施

製
造

3月

上
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中
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下
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嘉
麦

除
事

汽

種

炭
．

㌔ 温
床
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Summary 

l. The purposes of this survey were to inquire into ,the present state of the agricultural 

management in the Tane area, Sahimb-mura, a typica] nclountain village in Shi,mane Pre-

fecture, where tbe Sanbe Farm of Agricultural College is located, and tQ clarify various 

problenas connected vrith the ilnprovement of farm managelnent. . 

2. . Ilnportant enterprises in the distric.,t eontaining this area are the production 'of rice-

c]'op by fie]d cultivation, of ~alves by farncL animal keeping and of chareoal in forests. 

And the farmer's incomo is supplemented by various sideworks. Of all these enterprises, 

rice-production is the most important. 

3. Paddy-field is, in Inost part of the district, used for a single crop ' a ycar, and aIILong 

farlners there are great differences both in their cultivated area al~d in their yield per 

acre. In ,ordcr to secure a higher productivity, it is necessary to inrprove the techn,ique and 

to put in better condition the field of lowr-production farmers. 

4. Oattle kecping is profitabic, becauso this district, situated at the foot of Mt. Sanbe, 

is abundant in pastur_e and hay. Ar:d yet further enlargement of the cattle keeping 

ecale is clesirable,, and this vvill be done through fostering the grovvth of grass there 

and increasing forage crops by more intensive^ utilization of the field. 

5. Charcoal -production is arl important incoine resource for the farmers, but ral~ vvoods 

have b,een overeut from , year to year, so that the growing-stocks now stand on a dangerous 

condition of exhaustion. To preserve it, therefore, afforestation anrl good' forestal mana-

gel~lent are required, and intensive utilizat,ion of forost land must also be considered 




